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このたび“ISI-ISM-ISSAS Joint Conference 2014”に
参加してきました。会議の趣旨は、ISI（インド）、ISM（日本）、
ISSAS（台湾）の3つの研究所の研究交流を深めることに
あり、毎年各研究所の持ち回りで開催されています。東京、
台湾と続き、今年は2月21-22日にインド・デリーで行われ
ました。われらISMからは8人の有志が参加しました。
これまでの会議に参加したことはなかったのですが、今
年の開催国であるインドに興味があって参加することにしま
した。自分は旅が好きな方でこれまでにいろいろな国を訪
れましたが、なぜかバックパッカーの聖地ともいえるインドに
は行ったことがありませんでした。そういうわけで（旅が目的
ではありまぜんが）すごく楽しみにしていました、というのは
自分くらいで他の人たちは食べ物や水でお腹を壊すので
はないかと行く前からかなり心配していたようでした。
会議はインドの首都デリーにあるISIのキャンパスで行わ

れました。建物の入口を入って正面には偉大な統計学者
でISIの設立者でもあるMahalanobis教授とRao教授（だ
と思う）の写真が飾られていて、コンクリート作りの無機質な
建物のなかにも威厳さを感じさせる雰囲気でした。会議は
非常によく組織されていて、講演の内容も基礎理論から応

用まで幅広くあり、自分にとって面白かったものもいくつかあ
りました。概してISMとISSASは理論と応用、ISIは数学
寄りな印象を受けました。主催側であるISIの方々の手厚
いもてなしもあり毎日つづくカレーもあり、頭もお腹も満足いっ
ぱいになりました。
最後にインドについてですが、まず車の運転の荒さに驚

きました。歩行者のために車を止めるようなことはしてくれ
ず、クラクションを鳴らして「お前がどけ！」くらいの勢いで
突進してくるようでした。デリー空港に着いて早々参加者の
Sくんが車にひかれそうになり、いきなりインドの洗礼を受け
ました。かすんだ空、溢れるばかりの車とバイク、でこぼこ
な道、両脇に所狭しと並んだ商店街、むき出しの電線、た
くさんの人でごった返した路地…空港からホテルまでの道
のりをタクシーから眺めた光景にはシュールな感じさえ覚え
ました。このカオスがインドの魅力なんですね。一方でエク
スカーションで訪れたタージマハールの完ぺきな対称性と高
さが70メートルにもおよぶクトゥブ・ミナールからは古来イン
ドの精神性と技術の高さを垣間見ることができました。イン
ドは実に奥が深いと思いました。今度はもっとじっくりと旅し
てまわりたいところです。
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図2．外部知識を用いた個人情報の特定（レコードリンク攻撃）。匿名化された医療
データが1997年のUSマサチューセッツ州の投票者リストの準識別子と呼ばれる個
人の特定に間接的に役立つ情報と付き合わされることで、当時の州知事の病名が
特定される事件が起きた。

図3．ミックスゾーン。複数の人々が同時に出会うタイミングで仮名をランダムに交換
することで、ユーザーの実名が特定される危険性を局所的なものに限定することがで
きる。

図1．プライバシー保護データ公開。組織の壁を超えたビッグデータの活用には個人
のプライバシーを担保する匿名化されたオープンデータの流通が不可欠である。デー
タパブリッシャーは個人情報を集計、匿名化したオープンデータを公開し、データ利用
者による様々なデータ分析を可能とする。

他の人が芸術的な美を感じてくれるような理論または
科学的知見の第一の発見者になりたい

南　和宏
新領域融合研究センター
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IT技術の飛躍的な発達により、公共サービスからビジネス、個
人レベルの生活情報まで、あらゆる情報がデジタル化され、共有さ
れる「ビッグデータ時代」が始まった。莫大な量（Volume）、多用
な質（Variety）、高度な産出頻度（Velocity）の情報が、社会の
隅々にまで渦巻くようになった。この「3V」への挑戦こそ、統計科
学の新たなテーマとして位置づけられる。
情報洪水の中で人々のライフスタイルも変わろうとしている。生活

情報の詳細が公開され、それに対する多用な解析が行われる。ま
ず期待されるのは多種多様な我々の行動履歴データの分析に基
づき、社会的な意志決定が高度化されることだろう。その一方で
は個人情報データが次々に他者に把握され、プライバシー侵害の
危険性も高まる。
「セキュリティ」と「プライバシー」
3Vへの挑戦とは、ビッグデータ時代の明と暗を総合的に理解す

ることも意味している。氾濫する情報に対していかに整合性を与
え、人間性を確保し、着実な社会の発展を実現するのか。その手
法の確立が喫緊の課題だ。統数研6階の研究室が「新領域」と
呼ばれる理由もここにある。
情報・システム研究機構の特定プロジェクトを担当する南は、

そのような研究分野の最先端にいる。総合研究大学院大学の講
義や学生の指導を担当せずに、研究だけに専念する。統数研で
は異色の存在だ。自己紹介のホームページには、「セキュリティ」と
「プライバシー」の二つの言葉が、頻繁に躍っている。
統数研はビッグデータの活用に不可欠な統計科学、機械学習

の専門家の集団だ。「その中で私は様 な々データ分析技術の中に
潜むセキュリティの問題を探求することで、ビッグデータの影に相当
するプライバシーに対する一般の方々の不安を軽減するような研
究成果、また一般への情報の発信を行っていければと考えていま
す」と南は研究への抱負を語る。言葉は控え目でていねいだが、

3Vに挑戦する大胆な気持ちが表出する。
具体的には、位置情報のプライバシー保護に関する研究で、南

は多くの実績を上げてきた。スマートフォンでも自分の現在位置が
分かる時代では、位置情報からその人の行動が容易に推測され
る。例えば病院に頻繁に行くという事実から何らかの健康問題が
あると推論できる。たとえ特定の場所を秘匿したとしても、人の移
動軌跡によって、その人がどこに行くか推測できてしまう。このよう
な「時空間の相関に基づく推論」をいかに防止するかが、南の最
大の関心事であり続けた。
データの「匿名化」の研究
個人情報の保護にむけて誰もが思いつく有効な手法は、「匿（と

く）名化」だろう。それは、元データから個人の識別につながるID
や名前を取り除く処理のことを指す。しかし、位置情報の場合、こ
れだけではプライバシー保護に十分ではない。例えば個人の住所
録があれば、位置情報の軌跡がその住所に入った時点でその家
の住居人に特定されてしまうからだ。SUICAの乗車記録（ある種
の移動軌跡情報）のデータが、他社に提供されて大きな批判を受
けた事案も記憶に新しい。南は図1～2を示しながら、個人情報を
含む生データの加工の必要性や、複数の情報の組み合わせが匿
名化の効果を相殺してしまう事例を説明する。
この問題に取り組むために、南はNTT基礎理論情報グループ

と2012年以来、統数研との包括契約に基づく共同研究を行い、
匿名化の代わりの偽のIDを動的に割り振る仮名化の手法を考案
した。その基礎となる考え方は、複数の人が同時に出会うミックス
ゾーンで仮名をランダムに交換することで、ミックスゾーン前後の軌
跡の関連を分断する手法だった。「これにより、ある目撃情報から
の情報漏洩を限定的にすることができます。ただし、この手法は各
ユーザーの全軌跡をミックスゾーン単位で分断するので、どの程
度まで安全で有益な情報を公開できるのかについては、現在実証

的に評価しているところ。現時点では非常によい感触を得ていま
す」と、南は語る。
今後の研究の展開だが、南は位置情報からさらに視野を広げて

行動履歴データを組み合わせることを目指している。「様 な々時系列
の個人のプライバシー保護を担保したオープンデータとして広く一般
に活用される技術を確立したい」と、研究の目標を定めている。
背筋を伸ばし、バランスを保つ研究姿勢
大学で機械工学を専攻した後、1989年に日本IBM入社。最

初はハードディスクのエンジニアだったが、基礎研究に関心を強め
た。USダートマス大学コンピュータサイエンスの博士課程に入学
し、「ユビキタスコンピューティングにおけるプライバシー保護」を
テーマに学位を取得した。イリノイ大学の「データベース」コースの
講師も経験し、2012年、システムズ・レジリエンスプロジェクトに従
事するために統数研入りした。
「2011年の東北大震災により、私たちは多くのことを学び、新
たな科学技術のテーマを突きつけられました。予測不可能な事
態が起きたときに、しなやかに復旧、復興するレジリエントな社会
をどのように構築すればよいのか。私は今、そのようなことを真剣
に考えています」。
研究室のパソコンを置く台は手作りだ。木材を自分で削り、自分

の姿と目の高さに合わせたベストの状態を実現させている。また、
座席のかたわらには、いつも直径約80㎝のバランスボールを置き、
時には体を乗せて運動する。
「いつも自分の背筋を伸ばし、姿勢をあらためて、バランス感覚
を保ちたいと心がけています。ボールの上で揺られながら、他の人
が芸術的な美を感じてくれるような理論または科学的知見の第一
の発見者になりたいと日々考えています」。高度情報社会の利便
性と危険性の双方に目配りしながら、しなやかに粘り強く、３Ｖへの
挑戦が続く。（広報室）
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ムワークを向上させる効果がある。
　

写真1．SC12（スーパーコンピューターの国際会議）で国民性の国際比較調査デー
タを用いて、各国で働くことの価値観の相違を報告。

図1．New Public Management理論に基づき三重、静岡県庁の行政改革を評
価したところ、高い成果評価を示した。
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大学での行政学、大学院の社会工学、統計数理研究所での
統計学と社会調査の知見と手法を駆使し、母国と似ていて違う
国、日本で自治体や地域コミュティーの意思決定と行動のメカニズ
ムを解明している。問題の現象はどうして起きるか。それを解決し
ていくためにはどうしたらよいか。文系と理系の知識を融合し物事
の本質に迫ろうとする。とくに関心があるのは、人間の意思決定や
行動の背後にある心理的ファクターのことだ。
韓国・高麗大学の行政学科を3年余の飛び級で卒業し、大学

院へ進んだ時、日本の文部科学省の国費留学生へ応募すること
を勧められた。大学の推薦を受けて合格し、東京工業大学大学
院の社会工学専攻を選んだ。韓国では大学入試で文理両方の科
目が課せられるため文理の壁は低く、日本では新しいことを学びた
いとこの専攻に進んだ。社会工学は、数理科学と経済学、心理学、
哲学などから社会の問題を把握し、その構造をとらえ、解決させる
ための道筋を示していく学問で、日本でも新しい分野だ。朴は、大
学で学んだ行政運営、組織運営の行政学とリンクさせることができ
ると考えた。
高麗大で行政学、東工大大学院で社会工学を学び日本の行
政改革を調査
東工大で修士、博士課程、助教と約10年を過ごした時、統計

数理研究所の公募を知り、平成24年（2012年）4月に助教として
入所した。大学以外の研究機関の空気を知りたかったこと、大規
模な社会調査を実施している統数研に魅力を感じたからだ。
東工大時代は、イギリスのサッチャー首相が始めて、その後アメリ

カ、ニュージーランドなどに影響を与え、2000年代初めに日本に入っ
てきた行政改革NPM（New Public Management）の有効性に
ついて研究した。仕事の自己評価制度を取り入れた三重県庁、予
算編成に関して大幅な権限委譲をした静岡県庁と、両方とも実施し
ていない関東付近3県庁とを1県庁300人程度の職員質問紙調査

によって比較した。三重、静岡の方が職員たちの仕事の充実感、
満足感は高く、県民によりよい仕事を提供していることが分かった。
NPM行政改革の効力を明らかにし、博士論文になった。
また、公共の財政が厳しい時代に個人でも全体でも納得できる
意思決定の方法を探るため、地域活動をめぐる住民の心理的メカ
ニズムを研究した。個人は損か得かという合理性だけではない選
択をすることがある。楽しい、他人のためになりたい、協力したい
等の理由だ。ボランティアの精神に通じる。信頼、公平の規準もあ
る。この研究から、公共の物事を決める時に考える要因として個
人の心理的ファクターを取り入れることを提案した。
意思決定での心理的ファクターに注目し、地域住民の合意形
成を明らかに
統数研での専門は社会調査、組織心理、行政学で、それまで

の研究活動がベースになっている。研究テーマは「構造方程式モ
デリングによる自治体職員の心理メカニズム解析」と「組織と個人
の意思決定プロセスのマルチレベル分析」の2つ。よりよい自治体
活動、よりよい組織運営を求めることが研究の目的である。
現在、取り組んでいるのは「コミュニティー・ガバナンスの成立

条件に関する研究」。公園や景観など地域公共財は、行政と自治
会、地域住民の誰が管理するのが1番いいか。最近、東京都内
の2つの閑静な住宅地で地域コミュニティーや自治会が行政の協
力を得ながら景観や公園を守る動きがあり、質や効率面で効果を
上げている。地域のことは住民自身がもっともよく知っている。行政
から一定の理解を得ながら住民自身がマネージメントをするのがコ
ミュニティー・ガバナンス。そのためには住民側も労力や時間でか
なりの負担がかかる。その住民たちのパワーの源と、ガバナンスを
継続させるための方法を調べ、地域住民の合意形成に至る心理
的プロセスを明らかにしようとしている。
研究所での仕事は他にも多い。社会調査では、年々回答率が

低下している郵送法の改善策を探している。一筆箋に手書きで依
頼文を書くと効果があるという。研究所が1953年から行っている
大規模な日本人の国民性調査や1973年からのアジア太平洋諸国
における国民性国際比較調査にも参加している。また、自治体組
織における職場での協力体制の在り方について、文科省の科研
費を得て継続的に調査、研究している。
適用分野が広い研究所をアピールしたい
こうした、さまざまな研究活動を通じて常に心がけているのは

「社会の問題は、人間の合理性だけではなく、その背後にある心
理的ファクターによって起こされるので、世間が言うほど単純では
ない。シンプルに考えることはしない」ということだ。「問題、現象に
対して疑問を持つこと。その問題に対して、いまできる解決策を具
体的に納得できる理由で提案できる科学者になりたい」
多くの人に知ってもらいたいのは「統計は、小さなサンプルから

得られた結果から全体の母集団や先を予測できる。これは効率が
よく、価値がある」ということ。ビジネスにも十分使えると明言する。
統計数理研究所には数学者だけではなく、いろんな人材がいるこ
とも知ってもらいたいという。「私がやっていることは行政に近いで
すが、ここにはいっぱい人材がいて汎用可能性が高い。適用分
野が広い研究所ということをアピールしたい」
研究を通じて価値ある人間になりたいと言う。まずは行政学と社

会工学、統計学から編み出したオンリーワンの研究の価値を国内
外の学会などを通じて広く知ってもらうこと。次に自分が成長し「国
費留学生という投資や韓国と日本での足跡に見合う価値ある人間
になること」だ。まだ若手の研究者だが、将来像はしっかりと見据
えている。「日本へ来て12年目、向こうへ帰る気はあまりないです。
周りの人がすごくよかったと思うんです。１度もさびしい思いをした
ことがない。日本と韓国の両方のために頑張ります」　　（広報室）
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公開講座「オミックス統計学の新展開̶

ゲノムから創薬・医療へ」資料より

リスク解析戦略研究センターシンポジウム「疫学研究における生物統計学の発展と貢献」
リスク解析戦略研究センターでは、Network-of-Excellence
活動の一環として、5年ほど前から、医療・健康科学分野
における産学官の統計家のネットワーク活動を行っています。
本シンポジウムは、その主要な活動のひとつとして、毎年行
われているものであり、本年度は「疫学研究における生物統
計学の発展と貢献」と銘打って、3月18日にステーションカンファ
レンス東京で開催されました。疫学研究における生物統計学
は、1990年代からのEvidence Based Medicine （EBM）の
振興を支える、科学的な枠組みの基盤として、重要な役割

を果たしており、臨床医学における諸問題はもちろんのこと、
医薬品のリスク・ベネフィットの評価、環境汚染物質の健康
影響、社会経済的な要因と健康の問題から、自殺や感染症
のリスク評価まで、医療と健康に関わる広範な問題に不可欠
な方法論を提供しています。
本年度のシンポジウムは、本邦の医学アカデミアで活躍す

る若手研究者を中心として、基礎的な理論から、上記のよう
なさまざま分野における応用まで、最先端の話題を広く紹介
し、産学官の疫学・臨床医学・生物統計学の新たな協同
と発展をめざすことを目的として行われました。各方面からの
反響は大きく、産学官から130名を超える参加があり、産学
の生物統計家、疫学・臨床研究に関わる医学系の研究者、
行政・企業の関係者などから、多くの参加者がありました。
本年度で、5年目を迎えた本ネットワーク活動ですが、昨
今の医学アカデミアにおける生物統計学への期待の高まりに
応えるためにも、周辺諸分野との連携も視野に入れて、さら
なる活動を進めて参りたいと思います。　　　  （野間久史）

2014年1月－3月の公開講座実施状況
1月14日（火）と15日（水）に「オミックス統計学の新展
開̶ゲノムから創薬・医療へ」が行われました。1日目の講
義は基礎編で、当研究所の吉田亮准教授と東京大学医科
学研究所の山口類講師が、モデリングとデータ解析の基本
的な考え方を解説しました。2日目は、東京大学医科学研究
所の白石友一特任助教と島村徹平助教が、次世代シーケ
ンサーのデータ解析手法について講義をしました。会場は
満席で、岩手、宮城、大阪、兵庫、広島などの遠方からの
参加がありました。
2月は、当初講座は予定されていませんでしたが、昨年の
10月3日（木）と4日（金）に行われた「マイクロマーケティン
グとベイジアンモデリング」で、先着順のため申込のできな
かった受講希望者が大変多かったので、4日（火）と5日
（水）に同一内容の講座を追加開催しました。講師も、昨年
10月の折と同じ、筑波大学の佐藤忠彦准教授と当研究所
の樋口知之所長でした。
3月6日（木）の「ロバスト統計～外れ値への対処の仕方～」

では、当研究所の藤澤洋徳教授が5時間に亘り、外れ値へ
の対処方法のみならず、対処方法の作り方などについても
講義をしました。受講生の数は99名で、15都道府県からの
参加がありました。
続いて3月17日（月）と18日（火）に「確率分割の統計解
析」が行われました。講師は、慶應義塾大学の渋谷政昭
名誉教授、鹿児島大学の大和元名誉教授、岡山商科大学
の佐井至道教授、金沢大学の星野伸明教授、そして当研
究所の間野修
平准教授でし
た。この講座で
平成25年度の
15の公開講座
が終了しました。
（情報資源室）

平成25年度公開講座報告
平成25年度の公開講座は当初14講座の予定でしたが、10月に開催した「マイクロマーケティングとベイジアンモデリング」が
大変好評で、急遽2月に追加開催が決まり、合計15講座の開講となりました。各講座の受講者数は以下のとおりです。

統計数理セミナー実施報告（2014年2月～4月）
毎週水曜16時から所内研究教育職員及び外部の方が1人40分ずつ、1日に2人の講演を行っています。2月から4月のセ

ミナーは以下の通り行われました。
日　程 氏　名 タイトル

非定常な地震活動の推定

連続的なマーク付きHawkes過程の臨界性

スコアマッチングによる無限次元指数分布族を用いた確率密度推定法

ガウス過程による音楽情報処理

環境データの統計解析

ヘルシンキ宣言の数次にわたる改訂動向とその臨床統計分野の実験計画、推論への影響

統計モデルによるロバストパラメータ設計

物理乱数とモンテカルロ法

2月12日

2月12日

2月26日

2月26日

3月  5日

3月  5日

3月12日

3月12日

2014年 熊澤 貴雄

庄　建倉

福水 健次

松井 知子

柏木 宣久

椿　広計

河村 敏彦

田村 義保

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計した結果を円グラフにまとめました。職業別集計からわかるように、本講
座は､様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題を解決する実践的な学習内容を提供し､職業上また研究上、必要な専門的

講座名 開設期間 延時間 受講者

アンサンブルカルマンフィルタによるデータ同化
地震確率予測概論
サンプリング入門と調査データの分析法
神経システムの電気・物理モデルとダイナミクスの数理
統計学概論
動的幾何学ソフトウェアGeoGebraの使い方と数学教育における活用
多変量解析法
品質管理の統計数理
マイクロマーケティングとベイジアンモデリング
離散最適化
確率的トピックモデル
オミックス統計学の新展開―ゲノムから創薬・医療へ
マイクロマーケティングとベイジアンモデリング（H25講座J追加開催）
ロバスト統計～外れ値への対処の仕方～
確率分割の統計解析

  4/  2（火）
  4/25（木）
  5/21（火）～24（金）
  6/  6（木）
  6/25（火）～28（金）
  7/25（木）
  8/  6（火）～  9（金）
  9/17（火）
10/  3（木）～  4（金）
11/22（金）、 25（月）
12/19（木）～20（金）
  1/14（火）～15（水）
  2/  4（火）～  5（水）
  3/  6（木）
  3/17（月）～18（火）

5時間
5時間
20時間
5時間
20時間
5時間
20時間
5時間
10時間
10時間
10時間
10時間
10時間
5時間
10時間

47
38
67
35
86
31
94
35
60
68
96
49
69
99
33

知識の向上に役立っています｡また､当研究所独自のアカデ
ミックな講座のため､受講者の住所は、30都道府県にわた
り、首都圏のみならず、北海道､青森、岩手、宮城、山形、
福島、栃木、新潟、石川、山梨、長野、静岡、愛知、三
重、京都、大阪、兵庫、奈良、鳥取、岡山、広島、高知、
福岡、佐賀、長崎の全国から参加していただきました｡
最後に､各講義を担当された講師の方々に心から感謝い

たします｡　　　　　　　　　　　　　　 （情報資源室）
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公開講座「オミックス統計学の新展開̶

ゲノムから創薬・医療へ」資料より

リスク解析戦略研究センターシンポジウム「疫学研究における生物統計学の発展と貢献」
リスク解析戦略研究センターでは、Network-of-Excellence
活動の一環として、5年ほど前から、医療・健康科学分野
における産学官の統計家のネットワーク活動を行っています。
本シンポジウムは、その主要な活動のひとつとして、毎年行
われているものであり、本年度は「疫学研究における生物統
計学の発展と貢献」と銘打って、3月18日にステーションカンファ
レンス東京で開催されました。疫学研究における生物統計学
は、1990年代からのEvidence Based Medicine （EBM）の
振興を支える、科学的な枠組みの基盤として、重要な役割

を果たしており、臨床医学における諸問題はもちろんのこと、
医薬品のリスク・ベネフィットの評価、環境汚染物質の健康
影響、社会経済的な要因と健康の問題から、自殺や感染症
のリスク評価まで、医療と健康に関わる広範な問題に不可欠
な方法論を提供しています。
本年度のシンポジウムは、本邦の医学アカデミアで活躍す

る若手研究者を中心として、基礎的な理論から、上記のよう
なさまざま分野における応用まで、最先端の話題を広く紹介
し、産学官の疫学・臨床医学・生物統計学の新たな協同
と発展をめざすことを目的として行われました。各方面からの
反響は大きく、産学官から130名を超える参加があり、産学
の生物統計家、疫学・臨床研究に関わる医学系の研究者、
行政・企業の関係者などから、多くの参加者がありました。
本年度で、5年目を迎えた本ネットワーク活動ですが、昨
今の医学アカデミアにおける生物統計学への期待の高まりに
応えるためにも、周辺諸分野との連携も視野に入れて、さら
なる活動を進めて参りたいと思います。　　　  （野間久史）

2014年1月－3月の公開講座実施状況
1月14日（火）と15日（水）に「オミックス統計学の新展
開̶ゲノムから創薬・医療へ」が行われました。1日目の講
義は基礎編で、当研究所の吉田亮准教授と東京大学医科
学研究所の山口類講師が、モデリングとデータ解析の基本
的な考え方を解説しました。2日目は、東京大学医科学研究
所の白石友一特任助教と島村徹平助教が、次世代シーケ
ンサーのデータ解析手法について講義をしました。会場は
満席で、岩手、宮城、大阪、兵庫、広島などの遠方からの
参加がありました。
2月は、当初講座は予定されていませんでしたが、昨年の
10月3日（木）と4日（金）に行われた「マイクロマーケティン
グとベイジアンモデリング」で、先着順のため申込のできな
かった受講希望者が大変多かったので、4日（火）と5日
（水）に同一内容の講座を追加開催しました。講師も、昨年
10月の折と同じ、筑波大学の佐藤忠彦准教授と当研究所
の樋口知之所長でした。
3月6日（木）の「ロバスト統計～外れ値への対処の仕方～」

では、当研究所の藤澤洋徳教授が5時間に亘り、外れ値へ
の対処方法のみならず、対処方法の作り方などについても
講義をしました。受講生の数は99名で、15都道府県からの
参加がありました。
続いて3月17日（月）と18日（火）に「確率分割の統計解
析」が行われました。講師は、慶應義塾大学の渋谷政昭
名誉教授、鹿児島大学の大和元名誉教授、岡山商科大学
の佐井至道教授、金沢大学の星野伸明教授、そして当研
究所の間野修
平准教授でし
た。この講座で
平成25年度の
15の公開講座
が終了しました。
（情報資源室）

平成25年度公開講座報告
平成25年度の公開講座は当初14講座の予定でしたが、10月に開催した「マイクロマーケティングとベイジアンモデリング」が
大変好評で、急遽2月に追加開催が決まり、合計15講座の開講となりました。各講座の受講者数は以下のとおりです。

統計数理セミナー実施報告（2014年2月～4月）
毎週水曜16時から所内研究教育職員及び外部の方が1人40分ずつ、1日に2人の講演を行っています。2月から4月のセ

ミナーは以下の通り行われました。
日　程 氏　名 タイトル

非定常な地震活動の推定

連続的なマーク付きHawkes過程の臨界性

スコアマッチングによる無限次元指数分布族を用いた確率密度推定法

ガウス過程による音楽情報処理

環境データの統計解析

ヘルシンキ宣言の数次にわたる改訂動向とその臨床統計分野の実験計画、推論への影響

統計モデルによるロバストパラメータ設計

物理乱数とモンテカルロ法

2月12日

2月12日

2月26日

2月26日

3月  5日

3月  5日

3月12日

3月12日

2014年 熊澤 貴雄

庄　建倉

福水 健次

松井 知子

柏木 宣久

椿　広計

河村 敏彦

田村 義保

全受講者を男女別、年齢別、職業別、住所別に集計した結果を円グラフにまとめました。職業別集計からわかるように、本講
座は､様 な々立場の受講者に具体的な現実の問題を解決する実践的な学習内容を提供し､職業上また研究上、必要な専門的

講座名 開設期間 延時間 受講者

アンサンブルカルマンフィルタによるデータ同化
地震確率予測概論
サンプリング入門と調査データの分析法
神経システムの電気・物理モデルとダイナミクスの数理
統計学概論
動的幾何学ソフトウェアGeoGebraの使い方と数学教育における活用
多変量解析法
品質管理の統計数理
マイクロマーケティングとベイジアンモデリング
離散最適化
確率的トピックモデル
オミックス統計学の新展開―ゲノムから創薬・医療へ
マイクロマーケティングとベイジアンモデリング（H25講座J追加開催）
ロバスト統計～外れ値への対処の仕方～
確率分割の統計解析

  4/  2（火）
  4/25（木）
  5/21（火）～24（金）
  6/  6（木）
  6/25（火）～28（金）
  7/25（木）
  8/  6（火）～  9（金）
  9/17（火）
10/  3（木）～  4（金）
11/22（金）、 25（月）
12/19（木）～20（金）
  1/14（火）～15（水）
  2/  4（火）～  5（水）
  3/  6（木）
  3/17（月）～18（火）

5時間
5時間
20時間
5時間
20時間
5時間
20時間
5時間
10時間
10時間
10時間
10時間
10時間
5時間
10時間

47
38
67
35
86
31
94
35
60
68
96
49
69
99
33

知識の向上に役立っています｡また､当研究所独自のアカデ
ミックな講座のため､受講者の住所は、30都道府県にわた
り、首都圏のみならず、北海道､青森、岩手、宮城、山形、
福島、栃木、新潟、石川、山梨、長野、静岡、愛知、三
重、京都、大阪、兵庫、奈良、鳥取、岡山、広島、高知、
福岡、佐賀、長崎の全国から参加していただきました｡
最後に､各講義を担当された講師の方々に心から感謝い

たします｡　　　　　　　　　　　　　　 （情報資源室）
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学位記授与式風景

入学式風景

本研究所では、毎年度初め、新年度の運営方針を所長
から直接説明すること、また、年に一度、所員が集合して写
真を撮影することにより、所内の連携についてお互いに認識
してもらうことを目標とした所長あいさつが恒例となっていま

す。本年度も4月1日に、全職員を対象とした樋口知之所長
からのあいさつが、セミナー室1でプレゼンテーション資料を
上映する形式で行われました。
樋口所長は昨（H25）年度の運営方針の骨子について、

2014年2月3日（月）に韓国統計学会（Korean Statistical 
Society, KSS）の現理事長 Jaeyong Lee（ソウル国立大学
教授）、前理事長Hyunjoong Kim（延世大学教授）両氏
が、韓国統計学会と統計数理研究所の研究協力協定に基
づく活動の一環として統計数理研究所に来所しました。まず、
所長室に於いて樋口知之所長、中野純司統計思考院長と今
後の協力関係について意見を交換し、より緊密な関係構築を
行うことになりました。翌日2月4日（火）には所内に於いて両

第二回藤田利治賞の受賞ニュース

韓国統計学会関係者が統計数理研究所に来所

平成26年3月20日（木）に総合研究大学院大学学位記授与式が葉山キャンパスにて
挙行され、統計科学専攻から、6名が学位記を授与されました。

平成26年3月12日（水）にセミナー室1（D305）において、統計科学専攻修了式が行
われ、6名が本専攻を修了しました。

日　程 氏　名 タイトル

外来種制御のための離散最適化モデル

方向統計学における円柱上の確率分布の実データへの適用事例

不確かなマルチエージェント系の協調制御

多重共線下での複数の回帰モデル選択

日本人の国民性第13次全国調査の設計と実施における課題

アンサンブル変換カルマンフィルタによる観測モデルのパラメータ推定

4月  9日

4月  9日

4月16日

4月16日

4月23日

4月23日

吉本　敦

島谷 健一郎

宮里 義彦

川崎 能典

前田 忠彦

中野 慎也

第二回藤田利治賞の授与式ならびに受賞者講演会が、
2014（平成26）年3月2日（日）に学術総合センター内特別
会議室において開催され、リスク解析戦略研究センターの
久保田貴文特任助教と山内貴史外来研究員（国立精神・
神経医療研究セン
ター）が、精神保健
統計分野にて協同
受賞者として受賞し
ました。
藤田賞は、2011

（平成23）年2月15
日に享年58歳でご
逝去された統計数
理研究所の故藤田
利治教授の精神保
健統計、薬剤疫学

分野に対する貢献と真摯な研究態度を踏まえ、それらを後輩
が継承・発展することにより、同領域の研究を今後ますます
活性化させることを目的に、所内外の有志発起人から寄せら
れたご寄附により設立され、約5年間を目途に年１回開催さ
れています。
受賞対象者としては、精神保健統計または薬剤疫学の分野

において、下記に該当する研究者に授与するものとしています。
1）選考時に50歳未満である。
2）精神保健統計、薬剤疫学の領域において、優れた研
究活動を行っており、これらの分野のさらなる研究発
展を担うことが期待される。

前年度の第一回目では薬剤疫学分野に2名・精神保健
統計分野に1名、今年度の第二回では薬剤疫学分野に2名
が共同受賞者として、精神保健統計分野に2名が協同受賞
者として選出されて、活気のある会となりました。

（藤田賞事務局担当：中西）

樋口所長による年度始めのあいさつ

セミナーの開催予定はホームページにてご案内しています。http://www.ism.ac.jp/　　　　　　　　  （メディア開発室）

試験年月日 合格者数
H26.1.21（火）～1.22（水） 平成26年4月入学（第2回） 5名

【博士後期課程】

氏名 論文題目
藤木　康久
野津　昭文
青木　義充
井川　孝之
大野　忠士
泉　　陽介

ラット脊髄断面における解剖学的標準化手法の開発と局所麻酔薬の薬理作用の統計的評価
Statistical Analysis via Local Learning with Gamma-Divergence
価格変動に制限を課した商品先物市場におけるリスクの考察　
残差構造解析によるLee-Carterモデルの拡張と年金負債評価
与信判断の変動と倒産に関する研究
作業時間から工程・時限・反復効果を分離する統計モデルの研究̶製造ラインの改善に向けて̶

【課程博士】

総合研究大学院大学複合科学研究科統計科学専攻入学者選抜試験結果について

専攻修了式

平成26年3月学位取得者は次のとおりです。
学位取得者

平成25年度春季学位記授与式

4月7日（月）に総合研究大学院大学入学式が葉山キャンパスにて挙行され、
本専攻の入学者7名を含む95名の新入生が迎えられました。  

（企画グループ・研究支援担当）

平成26年度入学式（4月期）

氏のセミナーが開催され、多くの方が聴講し交流を深めまし
た。また両氏
は2月5日（水）
のISMシンポジ
ウムにも参加し、
熱心な討論を
行いました。
（中野純司）

それぞれを自身で振り返り、通信簿のように成績付けを試み
たことを説明。体制の充実や外部資金の獲得に関して課題
が残った一方、認知度の向上、中期計画の評価・作成面
その他で好成績といえる結果を出せたことに関し安堵した旨

と所員の尽力への感謝の言葉がありました。
一方、本（H26）年度は樋口所長の第1期所長任期の最
終年でもありますが、運営方針の骨子として、①共同利用・
共同研究機能の高度化、②組織力の強化、③第3期中期計
画の立案及び財政5年計画の策定について、が主軸として
挙げられました。
立川市は大きな商業施設が増設される等、多摩地区では
最も成長を続けている都市であり、統数研もそのアドバン
テージを活かし、ともに発展していくことを目標にすることの所
員全員の尽力への期待感と依頼で所長あいさつは締めくく
られ、最後は出勤所員全員で、統数研の象徴である「数」
レリーフ前で和やかに記念撮影を行いました。

（企画グループ・総務担当）

統数研トピックス
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学位記授与式風景

入学式風景
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してもらうことを目標とした所長あいさつが恒例となっていま
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からのあいさつが、セミナー室1でプレゼンテーション資料を
上映する形式で行われました。
樋口所長は昨（H25）年度の運営方針の骨子について、
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Society, KSS）の現理事長 Jaeyong Lee（ソウル国立大学
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日　程 氏　名 タイトル
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方向統計学における円柱上の確率分布の実データへの適用事例

不確かなマルチエージェント系の協調制御

多重共線下での複数の回帰モデル選択

日本人の国民性第13次全国調査の設計と実施における課題

アンサンブル変換カルマンフィルタによる観測モデルのパラメータ推定

4月  9日

4月  9日

4月16日

4月16日

4月23日

4月23日

吉本　敦

島谷 健一郎

宮里 義彦

川崎 能典

前田 忠彦

中野 慎也
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樋口所長による年度始めのあいさつ

セミナーの開催予定はホームページにてご案内しています。http://www.ism.ac.jp/　　　　　　　　  （メディア開発室）
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平成２６年度統計数理研究所公募型共同利用の採択について
　本研究所の平成26年度公募型共同利用の申請課
題が、平成26年3月3日（月）開催の共同利用委員会の
審議を経て採択されました。
採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳

は、共同利用登録が12件、一般研究1が25件、一般研
究2が87件、重点型研究が23件、共同研究集会が18
件、合計165件です。  
なお、これとは別に共同研究リポートが23件採択されま

した。  

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１  統計数学分野
２  情報科学分野
３  生物科学分野
４  物理科学分野
５  工学分野
６  人文科学分野
７  社会科学分野
８  環境科学分野  
９  その他

【分野分類】

a  時空間モデリンググループ
b  複雑構造モデリンググループ
c  潜在構造モデリンググループ
d  データ設計グループ
e  計量科学グループ 
f  構造探索グループ 
g  統計基礎数理グループ 
h  学習推論グループ
I  計算推論グループ
j  その他

平成26年度統計数理研究所公募型共同利用採択課題
【共同利用登録】

a4
a2
a7
j7
a3
a2
a3
b2
d3
g6
j7
b1

航空・気象情報の見える化のための気象データの解析に関する研究
平成26年度［逐次モンテカルロ法の並列アルゴリズム］
ETASモデルの社会現象への応用
社会的表象とネットワーキングの基礎研究
細胞幾何学モデル
パラレルコーパスを用いた対訳語の自動抽出
データ同化手法を用いた細胞質流動の解析
ハイブリッドモンテカルロ法による多変量ＳＶモデルの推定
分散処理による大型臨床研究の対話的データ解析
学校教育における統計教育について
大学および社会人を対象にした経済統計教育に関する教材の開発
確率微分方程式を用いた時系列パラメータ推定方法とリスク計算

新井　直樹（東海大学・准教授）
北川　源四郎（情報・システム研究機構・新領域融合研究センター長（情報・システム研究機構 機構長））
藤原　義久（兵庫県立大学・教授）
渋谷　和彦（情報・システム研究機構・助教）
本多　久夫（神戸大学大学院・客員教授）
福本　文代（山梨大学・教授）
木村　暁 （国立遺伝学研究所・准教授）
高石　哲弥（広島経済大学・教授）
岡田　昌史（筑波大学・講師）
伊藤　一郎（東京学芸大学・教授）
美添　泰人（青山学院大学・教授）
佐藤　彰洋（京都大学・助教）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究１】

e2
a4
a8
g2
g4
h3
f7
h1
d6
g1
h4
d2

a7

h3
d6
g3
c7
a5
a3
i6

多重共線性を考慮したモデル構築法の開発
海洋データ同化システムに用いる誤差分散共分散行列の作成に関する研究（５）
東京湾水質データの統計解析
医用画像処理における統計科学的手法の確立にむけて
複雑系の秩序変数の臨界緩和解析
機械学習による海洋多様性データ解析
献血行動からみえるボランティア活動意識の促進要因
前立腺癌データの統計的解析（継続）
文化の測定方法の多様なあり方の検討：定量的手法と定性的な手法の活用
単純化した多次元ランダムパッキングにおける漸化式
コンプトンカメラの情報解析法の研究
大規模センサーデータの統計処理を支援する次世代情報基盤と
その応用に関する研究

マーケティング分野におけるベイジアンモデリングを用いたビッグ
データ高度利用のため研究
タンパク質電子構造におけるデータマイニング研究
「鶴岡市における言語調査」データの共同利用と統計解析
融合プロジェクト研究におけるNGSのデータ解析と結果の検証
サービス科学におけるビッグデータとベイズモデリングの研究
ステント形状最適化に関するパラメータスタディ
感染症シミュレーションのデータに基づく妥当性評価
古代社会の人口動態の推定

植木　優夫（東北大学・助教）
藤井　陽介（気象庁気象研究所・主任研究官）
柏木　宣久（統計数理研究所・教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
加園　克己（東京慈恵会医科大学・講師）
江口　真透（統計数理研究所・教授）
朴　堯星（統計数理研究所・助教）
小森　理（統計数理研究所・特任助教）
松本　渉（関西大学・准教授）
伊藤　栄明（統計数理研究所・名誉教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
林　隆史（会津大学・教授）

佐藤　忠彦（筑波大学・教授）

佐藤　文俊（東京大学・教授）
前田　忠彦（統計数理研究所・准教授）
高田　豊行（国立遺伝学研究所・助教）
石垣　司（東北大学・講師）
太田　信（東北大学・准教授）
斎藤　正也（統計数理研究所・特任研究員）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究２】

e7
f7
e2
b3
j8
e3
a3
h1
e3
i7
c3
e8
a4
f8
j1
d7
a3
a3
g2
a4
a3

h6
h1
d7
a5
d7
e8

f8
d3
d6
a3
a9
d6
a3

a3
j9
i8
g1
a4
a4
c2
f7

d6
f3

抗菌薬処方による多剤耐性菌の発現リスクの検証
標本調査における統計量の漸近理論の研究
社会物理学の現代的課題
疾患のＣＴ値を利用した鑑別診断についての研究
マングローブ林における生態系サービスの定量評価
区間データに基づくメタアナリシスの方法論と実践
データ主導モデリングによる脳神経細胞の周期的同期発火現象の解明
半教師付き学習における影響関数のクラスの特定及び推定方程式の構築
大規模な遺伝・保健衛生データの空間集積性などの研究
外来種の最適管理におけるモニタリングの設計
ベイズ的アプローチに基づく身長分布の経年変化推定
PM2.5，黄砂の健康影響の評価における疫学・生物統計手法の研究
地球電離圏及びプラズマ圏における時空間変動のモデリング・推定手法の開発
環境科学における統計的解析方法の開発と実データでの検証
統計学の科学哲学
現代日本人の政治的無関心・政策選好に関するコウホート 分析
生物が動いた3次元軌跡データのモデリング
北海道東部沿岸に生息するゼニガタアザラシの個体数推定方法の確立
欠番のあるEulerian分布とその応用
データ同化計算による放射線帯シミュレーションの感度解析法の開発
近赤外線スペクトロスコピーによる反復性経頭蓋磁気刺激法前後
の脳活動計測と治療効果評価法の開発
大学生を対象にした英語学習に対するニーズ分析
回帰パラメータの構造特徴を生かしたスパース推定
官庁統計データの公開と利用における理論の構築と他分野への応用
パーティクルフィルタに基づくマルチメディア計算知能
年齢・時代・世代特性に基づくコミュニティ評価指標の開発と10大死因の地域性
質的・時空間的に多様な情報を統合するデータ同化による生態系
サービス評価手法の開発
大規模な環境・生態データのホットスポット検出に関する研究
歯科疾患実態調査資料のコウホート分析
ESPコーパスの分析による特徴語彙・表現の抽出と教育への応用
ヒドラにおける幹細胞のポピュレーションダイナミクス
一部の観測領域でランダムな欠測のあるデータへの混合分布モデルの適用
コーパス頻度データの統計的加工
捕食・逃避行動における最適経路のモデリング：統計解析による
理論と実データの統合
クローナル植物の地下茎伸長におけるラメット配置パターンの時空間解析
人間工学的評価における筋電図解析手法の提案
外来種防除のための土地利用最適化モデルの構築
英語心内辞書データの統計的解析
アメダスデータを用いた台風による降水強度推定法の開発
台風発生種サンプリング手法の開発
Music emotion recognition based on Gaussian Process models
公的産業統計調査結果による経済低成長期の企業投資による
産業構造変容の解析手法に関する実証研究
第二言語習得における母語のイベント・スキーマの影響の分析：統計分析を用いて
Taylorのべき乗則（平均と分散のスケーリング則）の理論と実証

福田　治久（九州大学・准教授）
元山　斉（国立大学法人信州大学・講師）
藤江　遼（東京大学・助教）
池島　厚（日本大学松戸歯学部・准教授）
木島　真志（琉球大学・准教授）
高橋　邦彦（名古屋大学・准教授）
越久　仁敬（兵庫医科大学・教授）
川喜田　雅則（九州大学大学院・助教）
冨田　誠（東京医科歯科大学・准教授）
堀江　哲也（長崎大学・准教授）
岩田　貴樹（統計数理研究所・特任准教授）
野間　久史（統計数理研究所・助教）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）
和泉　志津恵（大分大学・准教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
三船　毅（中央大学・教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
小林　由美（北海道大学・研究員）
土屋　高宏（城西大学・准教授）
三好　由純（名古屋大学・准教授）
菊地　千一郎（自治医科大学・講師）

カレイラ松崎　順子（東京経済大学・准教授）
藤澤　洋徳（統計数理研究所・教授）
佐井　至道（岡山商科大学・教授）
生駒　哲一（九州工業大学大学院・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
伊勢　武史（兵庫県立大学・准教授）

石岡　文生（岡山大学・助教）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
小山　由紀江（名古屋工業大学大学院・教授）
西山　宣昭（金沢大学・教授）
中村　永友（札幌学院大学・教授）
石川　慎一郎（神戸大学・准教授）
河端　雄毅（長崎大学・助教）

荒木　希和子（立命館大学・助教）
三家　礼子（早稲田大学・研究員）
吉本　敦（統計数理研究所・教授）
小林　景（統計数理研究所・助教）
鈴木　香寿恵（統計数理研究所・特任研究員）
鈴木　香寿恵（統計数理研究所・特任研究員）
Markov Konstantin Petrov（会津大学・准教授）
古隅　弘樹（兵庫県立大学・准教授）

長　加奈子（北九州市立大学・准教授）
深谷　肇一（統計数理研究所・特任研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

a7
b3
f7
a4
d3

地方自治体の信用リスク評価
カルシウムイメージングデータを用いた線虫の神経モデル構築Ⅱ
情報判断のモデル化に関する研究
固体地球科学におけるデータ同化法の構築
乳がん死亡動向の年齢・時代・世代分析

津田　博史（同志社大学・教授）
岩崎　唯史（茨城大学・助教）
木野　泰伸（筑波大学・准教授）
長尾　大道（東京大学・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）共同利用
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平成２６年度統計数理研究所公募型共同利用の採択について
　本研究所の平成26年度公募型共同利用の申請課
題が、平成26年3月3日（月）開催の共同利用委員会の
審議を経て採択されました。
採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳

は、共同利用登録が12件、一般研究1が25件、一般研
究2が87件、重点型研究が23件、共同研究集会が18
件、合計165件です。  
なお、これとは別に共同研究リポートが23件採択されま

した。  

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１  統計数学分野
２  情報科学分野
３  生物科学分野
４  物理科学分野
５  工学分野
６  人文科学分野
７  社会科学分野
８  環境科学分野  
９  その他

【分野分類】

a  時空間モデリンググループ
b  複雑構造モデリンググループ
c  潜在構造モデリンググループ
d  データ設計グループ
e  計量科学グループ 
f  構造探索グループ 
g  統計基礎数理グループ 
h  学習推論グループ
I  計算推論グループ
j  その他

平成26年度統計数理研究所公募型共同利用採択課題
【共同利用登録】

a4
a2
a7
j7
a3
a2
a3
b2
d3
g6
j7
b1

航空・気象情報の見える化のための気象データの解析に関する研究
平成26年度［逐次モンテカルロ法の並列アルゴリズム］
ETASモデルの社会現象への応用
社会的表象とネットワーキングの基礎研究
細胞幾何学モデル
パラレルコーパスを用いた対訳語の自動抽出
データ同化手法を用いた細胞質流動の解析
ハイブリッドモンテカルロ法による多変量ＳＶモデルの推定
分散処理による大型臨床研究の対話的データ解析
学校教育における統計教育について
大学および社会人を対象にした経済統計教育に関する教材の開発
確率微分方程式を用いた時系列パラメータ推定方法とリスク計算

新井　直樹（東海大学・准教授）
北川　源四郎（情報・システム研究機構・新領域融合研究センター長（情報・システム研究機構 機構長））
藤原　義久（兵庫県立大学・教授）
渋谷　和彦（情報・システム研究機構・助教）
本多　久夫（神戸大学大学院・客員教授）
福本　文代（山梨大学・教授）
木村　暁 （国立遺伝学研究所・准教授）
高石　哲弥（広島経済大学・教授）
岡田　昌史（筑波大学・講師）
伊藤　一郎（東京学芸大学・教授）
美添　泰人（青山学院大学・教授）
佐藤　彰洋（京都大学・助教）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究１】

e2
a4
a8
g2
g4
h3
f7
h1
d6
g1
h4
d2

a7

h3
d6
g3
c7
a5
a3
i6

多重共線性を考慮したモデル構築法の開発
海洋データ同化システムに用いる誤差分散共分散行列の作成に関する研究（５）
東京湾水質データの統計解析
医用画像処理における統計科学的手法の確立にむけて
複雑系の秩序変数の臨界緩和解析
機械学習による海洋多様性データ解析
献血行動からみえるボランティア活動意識の促進要因
前立腺癌データの統計的解析（継続）
文化の測定方法の多様なあり方の検討：定量的手法と定性的な手法の活用
単純化した多次元ランダムパッキングにおける漸化式
コンプトンカメラの情報解析法の研究
大規模センサーデータの統計処理を支援する次世代情報基盤と
その応用に関する研究

マーケティング分野におけるベイジアンモデリングを用いたビッグ
データ高度利用のため研究
タンパク質電子構造におけるデータマイニング研究
「鶴岡市における言語調査」データの共同利用と統計解析
融合プロジェクト研究におけるNGSのデータ解析と結果の検証
サービス科学におけるビッグデータとベイズモデリングの研究
ステント形状最適化に関するパラメータスタディ
感染症シミュレーションのデータに基づく妥当性評価
古代社会の人口動態の推定

植木　優夫（東北大学・助教）
藤井　陽介（気象庁気象研究所・主任研究官）
柏木　宣久（統計数理研究所・教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
加園　克己（東京慈恵会医科大学・講師）
江口　真透（統計数理研究所・教授）
朴　堯星（統計数理研究所・助教）
小森　理（統計数理研究所・特任助教）
松本　渉（関西大学・准教授）
伊藤　栄明（統計数理研究所・名誉教授）
池田　思朗（統計数理研究所・准教授）
林　隆史（会津大学・教授）

佐藤　忠彦（筑波大学・教授）

佐藤　文俊（東京大学・教授）
前田　忠彦（統計数理研究所・准教授）
高田　豊行（国立遺伝学研究所・助教）
石垣　司（東北大学・講師）
太田　信（東北大学・准教授）
斎藤　正也（統計数理研究所・特任研究員）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【一般研究２】

e7
f7
e2
b3
j8
e3
a3
h1
e3
i7
c3
e8
a4
f8
j1
d7
a3
a3
g2
a4
a3

h6
h1
d7
a5
d7
e8

f8
d3
d6
a3
a9
d6
a3

a3
j9
i8
g1
a4
a4
c2
f7

d6
f3

抗菌薬処方による多剤耐性菌の発現リスクの検証
標本調査における統計量の漸近理論の研究
社会物理学の現代的課題
疾患のＣＴ値を利用した鑑別診断についての研究
マングローブ林における生態系サービスの定量評価
区間データに基づくメタアナリシスの方法論と実践
データ主導モデリングによる脳神経細胞の周期的同期発火現象の解明
半教師付き学習における影響関数のクラスの特定及び推定方程式の構築
大規模な遺伝・保健衛生データの空間集積性などの研究
外来種の最適管理におけるモニタリングの設計
ベイズ的アプローチに基づく身長分布の経年変化推定
PM2.5，黄砂の健康影響の評価における疫学・生物統計手法の研究
地球電離圏及びプラズマ圏における時空間変動のモデリング・推定手法の開発
環境科学における統計的解析方法の開発と実データでの検証
統計学の科学哲学
現代日本人の政治的無関心・政策選好に関するコウホート 分析
生物が動いた3次元軌跡データのモデリング
北海道東部沿岸に生息するゼニガタアザラシの個体数推定方法の確立
欠番のあるEulerian分布とその応用
データ同化計算による放射線帯シミュレーションの感度解析法の開発
近赤外線スペクトロスコピーによる反復性経頭蓋磁気刺激法前後
の脳活動計測と治療効果評価法の開発
大学生を対象にした英語学習に対するニーズ分析
回帰パラメータの構造特徴を生かしたスパース推定
官庁統計データの公開と利用における理論の構築と他分野への応用
パーティクルフィルタに基づくマルチメディア計算知能
年齢・時代・世代特性に基づくコミュニティ評価指標の開発と10大死因の地域性
質的・時空間的に多様な情報を統合するデータ同化による生態系
サービス評価手法の開発
大規模な環境・生態データのホットスポット検出に関する研究
歯科疾患実態調査資料のコウホート分析
ESPコーパスの分析による特徴語彙・表現の抽出と教育への応用
ヒドラにおける幹細胞のポピュレーションダイナミクス
一部の観測領域でランダムな欠測のあるデータへの混合分布モデルの適用
コーパス頻度データの統計的加工
捕食・逃避行動における最適経路のモデリング：統計解析による
理論と実データの統合
クローナル植物の地下茎伸長におけるラメット配置パターンの時空間解析
人間工学的評価における筋電図解析手法の提案
外来種防除のための土地利用最適化モデルの構築
英語心内辞書データの統計的解析
アメダスデータを用いた台風による降水強度推定法の開発
台風発生種サンプリング手法の開発
Music emotion recognition based on Gaussian Process models
公的産業統計調査結果による経済低成長期の企業投資による
産業構造変容の解析手法に関する実証研究
第二言語習得における母語のイベント・スキーマの影響の分析：統計分析を用いて
Taylorのべき乗則（平均と分散のスケーリング則）の理論と実証

福田　治久（九州大学・准教授）
元山　斉（国立大学法人信州大学・講師）
藤江　遼（東京大学・助教）
池島　厚（日本大学松戸歯学部・准教授）
木島　真志（琉球大学・准教授）
高橋　邦彦（名古屋大学・准教授）
越久　仁敬（兵庫医科大学・教授）
川喜田　雅則（九州大学大学院・助教）
冨田　誠（東京医科歯科大学・准教授）
堀江　哲也（長崎大学・准教授）
岩田　貴樹（統計数理研究所・特任准教授）
野間　久史（統計数理研究所・助教）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）
和泉　志津恵（大分大学・准教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
三船　毅（中央大学・教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
小林　由美（北海道大学・研究員）
土屋　高宏（城西大学・准教授）
三好　由純（名古屋大学・准教授）
菊地　千一郎（自治医科大学・講師）

カレイラ松崎　順子（東京経済大学・准教授）
藤澤　洋徳（統計数理研究所・教授）
佐井　至道（岡山商科大学・教授）
生駒　哲一（九州工業大学大学院・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
伊勢　武史（兵庫県立大学・准教授）

石岡　文生（岡山大学・助教）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
小山　由紀江（名古屋工業大学大学院・教授）
西山　宣昭（金沢大学・教授）
中村　永友（札幌学院大学・教授）
石川　慎一郎（神戸大学・准教授）
河端　雄毅（長崎大学・助教）

荒木　希和子（立命館大学・助教）
三家　礼子（早稲田大学・研究員）
吉本　敦（統計数理研究所・教授）
小林　景（統計数理研究所・助教）
鈴木　香寿恵（統計数理研究所・特任研究員）
鈴木　香寿恵（統計数理研究所・特任研究員）
Markov Konstantin Petrov（会津大学・准教授）
古隅　弘樹（兵庫県立大学・准教授）

長　加奈子（北九州市立大学・准教授）
深谷　肇一（統計数理研究所・特任研究員）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

a7
b3
f7
a4
d3

地方自治体の信用リスク評価
カルシウムイメージングデータを用いた線虫の神経モデル構築Ⅱ
情報判断のモデル化に関する研究
固体地球科学におけるデータ同化法の構築
乳がん死亡動向の年齢・時代・世代分析

津田　博史（同志社大学・教授）
岩崎　唯史（茨城大学・助教）
木野　泰伸（筑波大学・准教授）
長尾　大道（東京大学・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）共同利用
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j5
i5
d7
b2
g2
f1
a8
i2
f2
g3
g1
e2
d7
b1
j7
d7
d7
a4

d7
f7
i8
a3
i5

e2
i7
d7

e6
e4
j7
j8
a4

d6
e3
e3
f7
d8
g1
e1
e1
b3
i8
e7
a3

回転円すいを用いた高粘度液体の微粒化と線条化
自動車の楽しさ・快適性をもたらす制御系設計に関する研究
研究機関の来場者調査を利用した行動データの分析と測定方法の検討
放射線治療における数理モデルに関する研究
データ解析の事例に基づくモデル選択アプローチと統計的検定アプローチの研究
統計理論に基づく数理的妥当性を有したメンバシップ関数構築法の開発
生物群集のモデリング：多種共存と相互作用
リーグ戦において特定順位を確定するための勝敗数に関する研究
行列分解型多変量データ解析法に関する研究
古代ゲノム解析による日本列島の人類史推定
確率分割による統計解析
シンボリックデータ解析の情報学的展開
スポーツ実施頻度および派生費用のコウホート分析
データの発見的特徴把握のための情報縮約・変数選択・クラスタリングの研究
基底意識構造の連鎖的比較調査
介護保険における要介護度認定・サービス受給のコウホート分析
個別訪問面接調査の新技法の開発
磁力線固有振動数とGPS-TECの統合インバージョンによるプラズ
マ圏密度全球分布推定
日本人の意識調査のコウホート分析
練馬区における街区公園でのサッカー利用許可に関する研究
学際的アプローチによる環境直接支払いの最適化手法の開発
長期野外データからの個体群モデリング
大規模システムおよび大規模データのための統計数理的アプロー
チによる適応学習制御
半導体センサーによる化学物質の分類と構造との関連性の検証
地域森林資源の循環的利活用に向けた資源管理手法の開発
日米家計の消費・金融資産選択の変化と行動に関する比較分析
―消費社会化理論の援用―
統計解析言語Rによる人文学データのマイニング方法論研究
計量学習を用いた電離圏物理量分布のパターン抽出
離散最適化モデルを用いた持続的朝鮮山人参の生産管理
炭素固定量評価システムにおける情報量規準の活用に関する研究
国際宇宙ステーションからの水平方向及び鉛直方向の撮像観測
データを用いた電離圏・中間圏トモグラフィー
テキストの文体的特徴と発話者の関係に関する研究
モデル誤特定のもとでの統計的推測
一般化推定方程式のモデル選択
アジア諸国の世帯統計ミクロデータの統合利用の研究
統計モデルによる環境配慮行動メカニズムの解明
高次元データの数理的性質と統計的解析手法の研究
一般化エントロピーの幾何学と統計学
推定関数の幾何学と統計学
新生児の自発運動の解析
スギ造林木の偏心成長の３次元構造解析
公的統計を用いた高齢女性の就業分析
医療従事者の睡眠状態と脳高次機能についての生理学的研究

足立　高弘（秋田大学・准教授）
宮里　義彦（統計数理研究所・教授）
前田　忠彦（統計数理研究所・准教授）
水田　正弘（北海道大学・教授）
石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授）
蓮池　隆（大阪大学大学院・助教）
深谷　肇一（統計数理研究所・特任研究員）
伊藤　聡（統計数理研究所・教授）
宿久　洋（同志社大学・教授）
太田　博樹（北里大学・准教授）
間野　修平（統計数理研究所・准教授）
南　弘征（北海道大学・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
森　裕一（岡山理科大学・教授）
角田　弘子（日本ウェルネススポーツ大学・講師）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
吉川　徹（大阪大学・准教授）
河野　英昭（九州大学大学院・准教授）

中村　隆（統計数理研究所・教授）
朴　堯星（統計数理研究所・助教）
田中　勝也（滋賀大学・准教授）
小泉　逸郎（北海道大学・助教）
宮里　義彦（統計数理研究所・教授）

藤岡　宏樹（東京慈恵会医科大学・助教）
高田　克彦（秋田県立大学・教授）
山下　貴子（流通科学大学・教授）

田畑　智司（大阪大学・准教授）
才田　聡子（情報・システム研究機構・特任研究員）
木島　真志（琉球大学・准教授）
加茂　憲一（札幌医科大学・准教授）
上野　玄太（統計数理研究所・准教授）

石川　有香（名古屋工業大学・教授）
野間　久史（統計数理研究所・助教）
野間　久史（統計数理研究所・助教）
馬場　康維（統計数理研究所・名誉教授）
鄭　躍軍（同志社大学・教授）
福水　健次（統計数理研究所・教授）
逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）
逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）
中野　純司（統計数理研究所・教授）
高田　克彦（秋田県立大学・教授）
寺村　絵里子（国際短期大学・准教授）
西多　昌規（自治医科大学・講師）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【重点型研究】
重点テーマ１：ファイナンスリスクのモデリングと制御

e7

e7
g1

中小・零細企業の財務データ・非財務データを使った信用リスクに
関する統計的アプローチ
接合関数の理論とファイナンスへの応用
計数過程によるセミパラメトリック推測手法の開発

宮本　道子（秋田県立大学・教授）

塚原　英敦（成城大学・教授）
西山　陽一（統計数理研究所・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ２：ビッグデータの統計数理

f5
b2

b2
b2
e2
b6

ビックデータを用いた縮小社会における都市機能の最適化に関する研究
データ解析コンペを活用したデータ科学教育およびデータ解析
環境についての研究
大量データを表現するための集約的シンボリックデータの可視化
クラウド環境指向のビッグデータ解析技法の開発
ビッグデータ解析における集約的シンボリックデータのクラスタリング手法の応用
教育現場でのビックデータ活用方法の基礎的研究

吉田　友紀子（名古屋大学・助教）
山本　義郎（東海大学・教授）

山本　由和（徳島文理大学・准教授）
南　弘征（北海道大学・准教授）
清水　信夫（統計数理研究所・助教）
笠井　聖二（呉工業高等専門学校・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ３：統計教育の新展開 Ⅱ

j9

e3

j6
j9
j7
j9
j9
j2

ビックデータ時代に向けた新たな統計教育における問題解決力を
育む教育効果の評価方法の開発

Rを用いた統計演習のためのe-learningシステムの構築：反転授業
の実践と日中における有用性の国際比較
統計的推論力の育成を目指す初等・中等教育における統計学習プログラムの開発
データサイエンティスト育成における統計理論教育の役割
大学における経済統計教育に関する教材の開発
統計教育拡充に向けたセンサス＠スクールサイトのシステム改良
学校教育における統計教育の内容検討
データサイエンス教育の体系化に関する研究

和泉　志津恵（大分大学・准教授）

下川　敏雄（山梨大学・准教授）

川上　貴（西九州大学・講師）
竹村　彰通（東京大学・教授）
美添　泰人（青山学院大学・教授）
青山　和裕（愛知教育大学・准教授）
藤井　良宜（宮崎大学・教授）
渡辺　美智子（慶應義塾大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【共同研究集会】

g1
a8
f2
j9
a4
a2
a3
g5
b2
a4
g1
j8
j9
a8
j9
d7
i8
i2

確率分布とその応用
環境・生態データと統計解析
経済物理学とその周辺
ダイナミカルバイオインフォマテイックスの展開III
データ同化ワークショップ
非侵襲生体信号の解析・モデル化技術とその周辺（2）
生物に見られる時空間パターン：実験系からフィールドまで
極値理論の工学への応用
データ解析環境Rの整備と利用
電離圏・磁気圏モデリングとデータ同化
無限分解可能過程に関連する諸問題
統計学的手法を用いた環境及び生体化学調査の高度化に関する研究集会
スポーツデータ解析における理論と事例に関する研究集会
野外生態データの観測過程と統計モデリング
統計教育の方法とその基礎的研究に関する研究集会
公的統計のミクロデータ等を用いた研究の新展開
森林計画・計測における統計理論の応用に係わる若手研究集会
最適化：モデリングとアルゴリズム

清水　邦夫（慶應義塾大学・教授）
清水　邦夫（慶應義塾大学・教授）
田中　美栄子（鳥取大学・教授）
金野　秀敏（国立大学法人筑波大学・教授）
上野　玄太（統計数理研究所・准教授）
堀畑　聡（日本大学・教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
北野　利一（名古屋工業大学・准教授）
中谷　朋昭（北海道大学・准教授）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）
志村　隆彰（統計数理研究所・助教）
橋本　俊次（国立環境研究所・主任研究員）
竹内　光悦（実践女子大学・准教授）
深谷　肇一（統計数理研究所・特任研究員）
藤井　良宜（宮崎大学・教授）
木下　千大（一橋大学・准教授）
広嶋　卓也（東京大学・講師）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

g1
a7
e7
e7
a6
a7

確率過程の統計学とデータ解析
テキストマイニングと金融市場分析
信用リスクデータの統合化と解析方法の開発
地域金融機関貸出が地域産業へ与える効果に関する統計的分析
高頻度金融データにおける日内季節変動の統計解析
日本の地方自治体の信用リスク評価

吉田　朋広（東京大学・教授）
森本　孝之（関西学院大学・准教授）
山下　智志（統計数理研究所・教授）
今　喜典（青森公立大学・教授）
吉田　靖（東京経済大学・教授）
津田　博史（同志社大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

（企画グループ・研究支援担当）
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j5
i5
d7
b2
g2
f1
a8
i2
f2
g3
g1
e2
d7
b1
j7
d7
d7
a4

d7
f7
i8
a3
i5

e2
i7
d7

e6
e4
j7
j8
a4

d6
e3
e3
f7
d8
g1
e1
e1
b3
i8
e7
a3

回転円すいを用いた高粘度液体の微粒化と線条化
自動車の楽しさ・快適性をもたらす制御系設計に関する研究
研究機関の来場者調査を利用した行動データの分析と測定方法の検討
放射線治療における数理モデルに関する研究
データ解析の事例に基づくモデル選択アプローチと統計的検定アプローチの研究
統計理論に基づく数理的妥当性を有したメンバシップ関数構築法の開発
生物群集のモデリング：多種共存と相互作用
リーグ戦において特定順位を確定するための勝敗数に関する研究
行列分解型多変量データ解析法に関する研究
古代ゲノム解析による日本列島の人類史推定
確率分割による統計解析
シンボリックデータ解析の情報学的展開
スポーツ実施頻度および派生費用のコウホート分析
データの発見的特徴把握のための情報縮約・変数選択・クラスタリングの研究
基底意識構造の連鎖的比較調査
介護保険における要介護度認定・サービス受給のコウホート分析
個別訪問面接調査の新技法の開発
磁力線固有振動数とGPS-TECの統合インバージョンによるプラズ
マ圏密度全球分布推定
日本人の意識調査のコウホート分析
練馬区における街区公園でのサッカー利用許可に関する研究
学際的アプローチによる環境直接支払いの最適化手法の開発
長期野外データからの個体群モデリング
大規模システムおよび大規模データのための統計数理的アプロー
チによる適応学習制御
半導体センサーによる化学物質の分類と構造との関連性の検証
地域森林資源の循環的利活用に向けた資源管理手法の開発
日米家計の消費・金融資産選択の変化と行動に関する比較分析
―消費社会化理論の援用―
統計解析言語Rによる人文学データのマイニング方法論研究
計量学習を用いた電離圏物理量分布のパターン抽出
離散最適化モデルを用いた持続的朝鮮山人参の生産管理
炭素固定量評価システムにおける情報量規準の活用に関する研究
国際宇宙ステーションからの水平方向及び鉛直方向の撮像観測
データを用いた電離圏・中間圏トモグラフィー
テキストの文体的特徴と発話者の関係に関する研究
モデル誤特定のもとでの統計的推測
一般化推定方程式のモデル選択
アジア諸国の世帯統計ミクロデータの統合利用の研究
統計モデルによる環境配慮行動メカニズムの解明
高次元データの数理的性質と統計的解析手法の研究
一般化エントロピーの幾何学と統計学
推定関数の幾何学と統計学
新生児の自発運動の解析
スギ造林木の偏心成長の３次元構造解析
公的統計を用いた高齢女性の就業分析
医療従事者の睡眠状態と脳高次機能についての生理学的研究

足立　高弘（秋田大学・准教授）
宮里　義彦（統計数理研究所・教授）
前田　忠彦（統計数理研究所・准教授）
水田　正弘（北海道大学・教授）
石黒　真木夫（統計数理研究所・名誉教授）
蓮池　隆（大阪大学大学院・助教）
深谷　肇一（統計数理研究所・特任研究員）
伊藤　聡（統計数理研究所・教授）
宿久　洋（同志社大学・教授）
太田　博樹（北里大学・准教授）
間野　修平（統計数理研究所・准教授）
南　弘征（北海道大学・准教授）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
森　裕一（岡山理科大学・教授）
角田　弘子（日本ウェルネススポーツ大学・講師）
中村　隆（統計数理研究所・教授）
吉川　徹（大阪大学・准教授）
河野　英昭（九州大学大学院・准教授）

中村　隆（統計数理研究所・教授）
朴　堯星（統計数理研究所・助教）
田中　勝也（滋賀大学・准教授）
小泉　逸郎（北海道大学・助教）
宮里　義彦（統計数理研究所・教授）

藤岡　宏樹（東京慈恵会医科大学・助教）
高田　克彦（秋田県立大学・教授）
山下　貴子（流通科学大学・教授）

田畑　智司（大阪大学・准教授）
才田　聡子（情報・システム研究機構・特任研究員）
木島　真志（琉球大学・准教授）
加茂　憲一（札幌医科大学・准教授）
上野　玄太（統計数理研究所・准教授）

石川　有香（名古屋工業大学・教授）
野間　久史（統計数理研究所・助教）
野間　久史（統計数理研究所・助教）
馬場　康維（統計数理研究所・名誉教授）
鄭　躍軍（同志社大学・教授）
福水　健次（統計数理研究所・教授）
逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）
逸見　昌之（統計数理研究所・准教授）
中野　純司（統計数理研究所・教授）
高田　克彦（秋田県立大学・教授）
寺村　絵里子（国際短期大学・准教授）
西多　昌規（自治医科大学・講師）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【重点型研究】
重点テーマ１：ファイナンスリスクのモデリングと制御

e7

e7
g1

中小・零細企業の財務データ・非財務データを使った信用リスクに
関する統計的アプローチ
接合関数の理論とファイナンスへの応用
計数過程によるセミパラメトリック推測手法の開発

宮本　道子（秋田県立大学・教授）

塚原　英敦（成城大学・教授）
西山　陽一（統計数理研究所・准教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ２：ビッグデータの統計数理

f5
b2

b2
b2
e2
b6

ビックデータを用いた縮小社会における都市機能の最適化に関する研究
データ解析コンペを活用したデータ科学教育およびデータ解析
環境についての研究
大量データを表現するための集約的シンボリックデータの可視化
クラウド環境指向のビッグデータ解析技法の開発
ビッグデータ解析における集約的シンボリックデータのクラスタリング手法の応用
教育現場でのビックデータ活用方法の基礎的研究

吉田　友紀子（名古屋大学・助教）
山本　義郎（東海大学・教授）

山本　由和（徳島文理大学・准教授）
南　弘征（北海道大学・准教授）
清水　信夫（統計数理研究所・助教）
笠井　聖二（呉工業高等専門学校・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

重点テーマ３：統計教育の新展開 Ⅱ

j9

e3

j6
j9
j7
j9
j9
j2

ビックデータ時代に向けた新たな統計教育における問題解決力を
育む教育効果の評価方法の開発

Rを用いた統計演習のためのe-learningシステムの構築：反転授業
の実践と日中における有用性の国際比較
統計的推論力の育成を目指す初等・中等教育における統計学習プログラムの開発
データサイエンティスト育成における統計理論教育の役割
大学における経済統計教育に関する教材の開発
統計教育拡充に向けたセンサス＠スクールサイトのシステム改良
学校教育における統計教育の内容検討
データサイエンス教育の体系化に関する研究

和泉　志津恵（大分大学・准教授）

下川　敏雄（山梨大学・准教授）

川上　貴（西九州大学・講師）
竹村　彰通（東京大学・教授）
美添　泰人（青山学院大学・教授）
青山　和裕（愛知教育大学・准教授）
藤井　良宜（宮崎大学・教授）
渡辺　美智子（慶應義塾大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【共同研究集会】

g1
a8
f2
j9
a4
a2
a3
g5
b2
a4
g1
j8
j9
a8
j9
d7
i8
i2

確率分布とその応用
環境・生態データと統計解析
経済物理学とその周辺
ダイナミカルバイオインフォマテイックスの展開III
データ同化ワークショップ
非侵襲生体信号の解析・モデル化技術とその周辺（2）
生物に見られる時空間パターン：実験系からフィールドまで
極値理論の工学への応用
データ解析環境Rの整備と利用
電離圏・磁気圏モデリングとデータ同化
無限分解可能過程に関連する諸問題
統計学的手法を用いた環境及び生体化学調査の高度化に関する研究集会
スポーツデータ解析における理論と事例に関する研究集会
野外生態データの観測過程と統計モデリング
統計教育の方法とその基礎的研究に関する研究集会
公的統計のミクロデータ等を用いた研究の新展開
森林計画・計測における統計理論の応用に係わる若手研究集会
最適化：モデリングとアルゴリズム

清水　邦夫（慶應義塾大学・教授）
清水　邦夫（慶應義塾大学・教授）
田中　美栄子（鳥取大学・教授）
金野　秀敏（国立大学法人筑波大学・教授）
上野　玄太（統計数理研究所・准教授）
堀畑　聡（日本大学・教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所・准教授）
北野　利一（名古屋工業大学・准教授）
中谷　朋昭（北海道大学・准教授）
中野　慎也（統計数理研究所・助教）
志村　隆彰（統計数理研究所・助教）
橋本　俊次（国立環境研究所・主任研究員）
竹内　光悦（実践女子大学・准教授）
深谷　肇一（統計数理研究所・特任研究員）
藤井　良宜（宮崎大学・教授）
木下　千大（一橋大学・准教授）
広嶋　卓也（東京大学・講師）
土谷　隆（政策研究大学院大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

g1
a7
e7
e7
a6
a7

確率過程の統計学とデータ解析
テキストマイニングと金融市場分析
信用リスクデータの統合化と解析方法の開発
地域金融機関貸出が地域産業へ与える効果に関する統計的分析
高頻度金融データにおける日内季節変動の統計解析
日本の地方自治体の信用リスク評価

吉田　朋広（東京大学・教授）
森本　孝之（関西学院大学・准教授）
山下　智志（統計数理研究所・教授）
今　喜典（青森公立大学・教授）
吉田　靖（東京経済大学・教授）
津田　博史（同志社大学・教授）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

（企画グループ・研究支援担当）
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平成２６年度統計数理研究所公募型人材育成事業の採択について
採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳

は、若手育成事業が1件、ワークショップが5件、合計6件
です。

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１  統計数学分野
２  情報科学分野
３  生物科学分野
４  物理科学分野
５  工学分野
６  人文科学分野
７  社会科学分野
８  環境科学分野  
９  その他

【分野分類】

a  時空間モデリンググループ
b  複雑構造モデリンググループ
c  潜在構造モデリンググループ
d  データ設計グループ
e  計量科学グループ 
 f  構造探索グループ 
g  統計基礎数理グループ 
h  学習推論グループ
 I  計算推論グループ
 j  その他

h1 正則化法によるスパース推定法を用いた超高次元データ解析 廣瀬　慧（大阪大学 大学院基礎工学研究科・助教）
分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

（企画グループ・研究支援担当）

（企画グループ・研究支援担当）

氏　名 職　名 研究題目 研究期間 受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与

延世大学・教授 難易度に基づく情能指標を用
いたアンサンブル枝刈手法

金　現中 H26.2.3～
H26.2.6

中野　純司 教授

ソウル大学校・教授 空間密度推定のための種依存
的なサンプリングモデル

李　在宏 H26.2.3～
H26.2.6

中野　純司 教授

名古屋工業大学大学院　工
学研究科・大学院生

ベイジアンモデリングとその実装
に関する研究

玉森　聡 H26.3.4～
H26.3.28

松井　知子 教授

統計数理研究所・名誉教授 共同研究スタートアップ石黒　真木夫 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

統計数理研究所・名誉教授 共同研究スタートアップ馬場　康維 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授 特命教授

明星大学連携研究センター・
主幹研究員

2重累積和統計量の理論と応
用

広津　千尋 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

一橋大学・名誉教授 二標本問題におけるノンパラメ
トリック推測の漸近理論

三浦　良造 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

慶應義塾大学・名誉教授 共同研究スタートアップ清水　邦夫 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

岡山大学環境理工学部・名
誉教授

統計検定に関する研究田中　豊 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

特命教授

日本学術振興会特別研究員
（PD）

多因子疾患が存在する理由の
人類進化学的考察：環境適応
と拡散に伴う疾患アレルの蓄積

中込　滋樹 H26.4.1～
H26.9.30

間野　修平 准教授

東京大学・名誉教授 島弧地殻の非弾性変形と内陸
地震の発生

松浦　充宏 H26.4.1～
H27.3.31

庄　建倉 准教授

九州大学　国際宇宙天気科
学・教育センター・日本学術
振興会特別研究員（PD）

宇宙デブリ・宇宙天気観測アー
カイブを用いた磁気嵐・大気変
動現象融合モデルの構築

上津原　正彦 H26.4.1～
H27.3.31

樋口　知之 教授

インド統計大学（インド）外来
研究員

ダイバージェンスに基づいたロ
バスト推定

Abhijit
Mandal

H26.4.8～
H26.4.22

藤澤　洋徳 教授

中央研究院　統計科学研究
所・研究員

ロバスト推定におけるブラリン
グ・プロセスの漸近的性質

Su-Yun
Huang

H26.5.8～
H26.5.17

藤澤　洋徳 教授

東京大学大学院　情報理工
学研究科

非心ウィシャート行列の掃き出し
行列の分布とMIMOへの応用

Constantin
Siriteanu

H26.3.25～
H26.3.31

栗木　哲 教授

中国　復旦大学生命科学学
院・教授

系統樹推定の統計的問題 H26.4.1～
H27.3.31

足立　淳 准教授

ノヴィ・サド大学・助教 高次元データにおけるハブ現象
の研究

Miloš
Radovanović

H26.3.10～
H26.3.15

福水　健次 教授

名古屋大学　工学部　電気
電子情報工学科　電気電子
工学コース

マルチチャネル収録信号の統
計的モデリングによる空間音響
推定

足立　悠輔

長谷川　政美

H26.3.13～
H26.3.21

松井　知子 教授

オークリッジ国立研究所　計
算科学・数理部門　上級研
究員

スケーラブルなライブラリを利用
したスパコンのためのRの利用
向上について

George
Ostrouchov

H26.2.17～
H26.2.21

中野　純司 教授

中央研究院　統計科学研究
所・副研究員

ロバスト推定におけるブラリン
グ・プロセスの漸近的性質

Ting-Li
Chen

H26.5.8～
H26.5.17

藤澤　洋徳 教授

青山学院大学　プロジェクト
助教

大学教員に対する統計教育の
実態調査

迫田　宇広 H26.4.1～
H27.3.31

田村　義保 教授

東京工業大学大学院　情報
理工学研究科　数理・計算
科学専攻・助教

時空間点過程モデルによる繰
り返し地震群の準静的すべり
推定と確率予測

野村　俊一 H26.4.1～
H27.3.31

庄　建倉 准教授

千葉大学・特任研究員 ULF地震磁気現象に基づいた
短期地震予測の評価

Han Peng H26.4.1～
H27.3.31

庄　建倉 准教授

統計数理研究所・名誉教授 最適化の微分幾何学および帰
納的推論機械の研究、数値計
算アルゴリズムの開発、応用

田邊　國士 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

特命教授

復旦大学生物進化学研究セ
ンター（中国）・リサーチプロ
フェッサー

脊椎動物の分子系統と進化の
統計的解析

曹　纓 H26.4.1～
H27.3.31

足立　淳 准教授

名古屋大学大学院　情報科
学研究科メディア科学専攻　
武田研究室

マルチチャネル収録信号の統
計的モデリングによる空間音響
推定

氏　名 職　名 研究題目 研究期間
小松　達也 H26.3.7～

H26.3.18

受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与
松井　知子 教授

平成26年度統計数理研究所公募型人材育成事業採択課題
【若手育成事業】

j9
a3
j3
h3
e3

統計サマーセミナー
方向統計学と軌跡データ
入門：感染症数理モデルによる流行データ分析と問題解決
Biostatistics ネットワーク
ゲノム多様性データの統計解析

鈴木　大慈（東京工業大学 情報理工学研究科数理・計算科学専攻・准教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所 データ科学研究系・准教授）
西浦　博（東京大学 大学院 医学系研究科国際社会医学講座・准教授）
野間　久史（統計数理研究所 データ科学研究系・助教）
手島　康介（九州大学 大学院 理学研究院 生物科学部門・助教）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【ワークショップ】

H26.1.28 Ｈ26.1.28～
H26.2.28

モデリング研究系
松井　知子 教授

0音声特徴の大域的時間構造に
着目した多言語音声分類に関す
る研究

共同研究の受入れ
受入年月日 委託者の名称 研究題目 研究期間
H26.1.28 Ｈ26.1.28～

H26.2.28

受入担当研究教育職員
数理・推論研究系
持橋　大地 准教授

研究経費（円）
0音の物理的特性を考慮した音響

イベント解析に関する研究
日本電信電話株式会社
コミュニケーション科学基礎
研究所　所長
前田　英作

日本電信電話株式会社
コミュニケーション科学基礎
研究所　所長
前田　英作

（企画グループ・研究支援担当）

H26.2.3 H26.2.3～
Ｈ26.2.28

統計思考院
深谷　肇一 特任助教

234,000トラフグ肝の安全性評価にかか
る統計解析研究

受託研究の受入れ

外来研究員の受入れ

受入年月日 委託者の名称 研究題目 研究期間
H25.12.1 H25.12.1～

H26.3.31

受入担当研究教育職員
データ科学研究系
椿　広計 教授
リスク解析戦略研究センター
久保田　貴文 特任助教

研究経費（円）
990,000自殺対策のための自殺死亡の

地域統計1973-2009の更新
独立行政法人国立精神・神
経医療研究センター
総長　樋口　輝彦

佐賀県庁統括本部政策監
グループ　政策監
古賀　英敏

外部資金・研究員等の受入れ

R
eport

R
eport

R
eport

R
eport
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平成２６年度統計数理研究所公募型人材育成事業の採択について
採択された研究課題は、以下のとおりであり、その内訳

は、若手育成事業が1件、ワークショップが5件、合計6件
です。

●統計数理研究所分野分類 ●主要研究分野分類
１  統計数学分野
２  情報科学分野
３  生物科学分野
４  物理科学分野
５  工学分野
６  人文科学分野
７  社会科学分野
８  環境科学分野  
９  その他

【分野分類】

a  時空間モデリンググループ
b  複雑構造モデリンググループ
c  潜在構造モデリンググループ
d  データ設計グループ
e  計量科学グループ 
 f  構造探索グループ 
g  統計基礎数理グループ 
h  学習推論グループ
 I  計算推論グループ
 j  その他

h1 正則化法によるスパース推定法を用いた超高次元データ解析 廣瀬　慧（大阪大学 大学院基礎工学研究科・助教）
分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

（企画グループ・研究支援担当）

（企画グループ・研究支援担当）

氏　名 職　名 研究題目 研究期間 受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与

延世大学・教授 難易度に基づく情能指標を用
いたアンサンブル枝刈手法

金　現中 H26.2.3～
H26.2.6

中野　純司 教授

ソウル大学校・教授 空間密度推定のための種依存
的なサンプリングモデル

李　在宏 H26.2.3～
H26.2.6

中野　純司 教授

名古屋工業大学大学院　工
学研究科・大学院生

ベイジアンモデリングとその実装
に関する研究

玉森　聡 H26.3.4～
H26.3.28

松井　知子 教授

統計数理研究所・名誉教授 共同研究スタートアップ石黒　真木夫 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

統計数理研究所・名誉教授 共同研究スタートアップ馬場　康維 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授 特命教授

明星大学連携研究センター・
主幹研究員

2重累積和統計量の理論と応
用

広津　千尋 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

一橋大学・名誉教授 二標本問題におけるノンパラメ
トリック推測の漸近理論

三浦　良造 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

慶應義塾大学・名誉教授 共同研究スタートアップ清水　邦夫 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

岡山大学環境理工学部・名
誉教授

統計検定に関する研究田中　豊 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

特命教授

日本学術振興会特別研究員
（PD）

多因子疾患が存在する理由の
人類進化学的考察：環境適応
と拡散に伴う疾患アレルの蓄積

中込　滋樹 H26.4.1～
H26.9.30

間野　修平 准教授

東京大学・名誉教授 島弧地殻の非弾性変形と内陸
地震の発生

松浦　充宏 H26.4.1～
H27.3.31

庄　建倉 准教授

九州大学　国際宇宙天気科
学・教育センター・日本学術
振興会特別研究員（PD）

宇宙デブリ・宇宙天気観測アー
カイブを用いた磁気嵐・大気変
動現象融合モデルの構築

上津原　正彦 H26.4.1～
H27.3.31

樋口　知之 教授

インド統計大学（インド）外来
研究員

ダイバージェンスに基づいたロ
バスト推定

Abhijit
Mandal

H26.4.8～
H26.4.22

藤澤　洋徳 教授

中央研究院　統計科学研究
所・研究員

ロバスト推定におけるブラリン
グ・プロセスの漸近的性質

Su-Yun
Huang

H26.5.8～
H26.5.17

藤澤　洋徳 教授

東京大学大学院　情報理工
学研究科

非心ウィシャート行列の掃き出し
行列の分布とMIMOへの応用

Constantin
Siriteanu

H26.3.25～
H26.3.31

栗木　哲 教授

中国　復旦大学生命科学学
院・教授

系統樹推定の統計的問題 H26.4.1～
H27.3.31

足立　淳 准教授

ノヴィ・サド大学・助教 高次元データにおけるハブ現象
の研究

Miloš
Radovanović

H26.3.10～
H26.3.15

福水　健次 教授

名古屋大学　工学部　電気
電子情報工学科　電気電子
工学コース

マルチチャネル収録信号の統
計的モデリングによる空間音響
推定

足立　悠輔

長谷川　政美

H26.3.13～
H26.3.21

松井　知子 教授

オークリッジ国立研究所　計
算科学・数理部門　上級研
究員

スケーラブルなライブラリを利用
したスパコンのためのRの利用
向上について

George
Ostrouchov

H26.2.17～
H26.2.21

中野　純司 教授

中央研究院　統計科学研究
所・副研究員

ロバスト推定におけるブラリン
グ・プロセスの漸近的性質

Ting-Li
Chen

H26.5.8～
H26.5.17

藤澤　洋徳 教授

青山学院大学　プロジェクト
助教

大学教員に対する統計教育の
実態調査

迫田　宇広 H26.4.1～
H27.3.31

田村　義保 教授

東京工業大学大学院　情報
理工学研究科　数理・計算
科学専攻・助教

時空間点過程モデルによる繰
り返し地震群の準静的すべり
推定と確率予測

野村　俊一 H26.4.1～
H27.3.31

庄　建倉 准教授

千葉大学・特任研究員 ULF地震磁気現象に基づいた
短期地震予測の評価

Han Peng H26.4.1～
H27.3.31

庄　建倉 准教授

統計数理研究所・名誉教授 最適化の微分幾何学および帰
納的推論機械の研究、数値計
算アルゴリズムの開発、応用

田邊　國士 H26.4.1～
H27.3.31

中野　純司 教授

特命教授

復旦大学生物進化学研究セ
ンター（中国）・リサーチプロ
フェッサー

脊椎動物の分子系統と進化の
統計的解析

曹　纓 H26.4.1～
H27.3.31

足立　淳 准教授

名古屋大学大学院　情報科
学研究科メディア科学専攻　
武田研究室

マルチチャネル収録信号の統
計的モデリングによる空間音響
推定

氏　名 職　名 研究題目 研究期間
小松　達也 H26.3.7～

H26.3.18

受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与
松井　知子 教授

平成26年度統計数理研究所公募型人材育成事業採択課題
【若手育成事業】

j9
a3
j3
h3
e3

統計サマーセミナー
方向統計学と軌跡データ
入門：感染症数理モデルによる流行データ分析と問題解決
Biostatistics ネットワーク
ゲノム多様性データの統計解析

鈴木　大慈（東京工業大学 情報理工学研究科数理・計算科学専攻・准教授）
島谷　健一郎（統計数理研究所 データ科学研究系・准教授）
西浦　博（東京大学 大学院 医学系研究科国際社会医学講座・准教授）
野間　久史（統計数理研究所 データ科学研究系・助教）
手島　康介（九州大学 大学院 理学研究院 生物科学部門・助教）

分 野 研究課題名 研究代表者（所属）

【ワークショップ】

H26.1.28 Ｈ26.1.28～
H26.2.28

モデリング研究系
松井　知子 教授

0音声特徴の大域的時間構造に
着目した多言語音声分類に関す
る研究

共同研究の受入れ
受入年月日 委託者の名称 研究題目 研究期間
H26.1.28 Ｈ26.1.28～

H26.2.28

受入担当研究教育職員
数理・推論研究系
持橋　大地 准教授

研究経費（円）
0音の物理的特性を考慮した音響

イベント解析に関する研究
日本電信電話株式会社
コミュニケーション科学基礎
研究所　所長
前田　英作

日本電信電話株式会社
コミュニケーション科学基礎
研究所　所長
前田　英作

（企画グループ・研究支援担当）

H26.2.3 H26.2.3～
Ｈ26.2.28

統計思考院
深谷　肇一 特任助教

234,000トラフグ肝の安全性評価にかか
る統計解析研究

受託研究の受入れ

外来研究員の受入れ

受入年月日 委託者の名称 研究題目 研究期間
H25.12.1 H25.12.1～

H26.3.31

受入担当研究教育職員
データ科学研究系
椿　広計 教授
リスク解析戦略研究センター
久保田　貴文 特任助教

研究経費（円）
990,000自殺対策のための自殺死亡の

地域統計1973-2009の更新
独立行政法人国立精神・神
経医療研究センター
総長　樋口　輝彦

佐賀県庁統括本部政策監
グループ　政策監
古賀　英敏

外部資金・研究員等の受入れ
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客員研究員

客員研究員

氏　名 職　名 研究題目 研究期間 受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与
中国　復旦大学生命科学学
院・副教授

哺乳類の分子進化の統計的
解析

米澤　隆弘 H26.4.1～
H27.3.31

足立　淳 准教授

株式会社　地球快適化インス
ティテュート・チーフアナリスト

バイオマーカー探索のためのイ
ンフォマティクス技術の開発

磯村　哲 H26.5.1～
H27.3.31

江口　真透 教授

東京農業大学　農学部　バ
イオセラピー学科・准教授

ゲノム統計解析による生物多
様性の機構の解明

佐々木　剛 H26.4.1～
H27.3.31

足立　淳 准教授

水産総合研究センター　中央
水産研究所（独）

海洋生態学と機械学習法の融
合によるデータ不足下の生態
系評価手法

岡村　寛 H26.5.1～
H27.3.31

江口　真透 教授

信州大学 経済学部 ・ 講師 公的統計の精度検証と利用の
促進

元山　斉 H26.4.1～
H27.3.31

椿　広計 教授

毎日新聞社・終身名誉職員 統計数理研究所の広報活動
の活性化

板垣　雅夫 H26.4.1～
H27.3.31

丸山　宏 教授

パナソニック株式会社　R&D
本部　クラウドソリューションセ
ンター・社員

音識別要素技術に関する研究
開発

辻川　美沙貴 H26.4.14 ～
H27.3.31

松井　知子 教授

九州工業大学・准教授 パーティクルフィルタの理論的
基礎と工学的応用

生駒　哲一 H26.4.1～
H27.3.31

田村　義保 教授

なし 地震活動の変調再帰過程モデ
ル

Hai-Yen
Siew

H26.5.1～
H27.3.31

庄　建倉 准教授

なし ランダムネスの検定高橋　勇人 H26.4.1～
H27.3.31

椿　広計 教授

静岡がんセンター・生物統計
家

遺伝子発現と疾病の相関研究盛 　啓太 H26.5.1～
H27.3.31

江口　真透 教授

大阪府立大学 学術研究院第
2学群 数学系・助教

群集の多様性に関する個体ベ
ース空間明示モデリング

田中　潮 H26.4.1～
H27.3.31

島谷　健一郎
准教授

日本学術振興会・特別研究
員（PD）

カーネル法による新しい時系列
分析

植松　良公 H26.4.1～
H27.3.31

福水　健次 教授

一般社団法人国際環境研究
協会・特別研究員

化学物質の環境影響評価に関
する統計的側面の検討

松本　幸雄 H26.5.1～
H27.3.31

椿　広計 教授

大分県立看護科学大学・助
教

生物統計のためのクラスター
解析

野津　昭文 H26.4.1～
H27.3.31

江口　真透 教授

成蹊大学　理工学部情報科
学科・教授

統 計 的 因 果 推 論および
ecological inferenceの理論
の深化と実際問題への応用

岩崎　学 H26.4.1～
H26.9.30

椿　広計 教授

名古屋大学　工学部　電気
電子情報工学科　電気電子
工学コース　大学院生

マルチチャネル収録信号の統
計的モデリングによる空間音響
推定

足立　悠輔 H26.5.1～
H27.3.31

松井　知子 教授

常磐大学　コミュニティ振興
学部・准教授

ベイズモデルに基づく地震活動
解析

岩田　貴樹 H26.4.1～
H26.5.31

庄　建倉 准教授

早稲田大学　理工学術院・
助教

マウス超音波発声データの関
数クラスタ分析

Dou
Xiaoling

H26.4.1～
H27.3.31

栗木　哲 教授

首都大学東京　システムデザ
イン学部情報通信システム
コース・助教

統計的機械学習手法を用いた
話者照合に関する研究

塩田　さやか H26.5.1～
H27.3.31

松井　知子 教授

西南財経大学 カーネル法によるスパースモデリ
ングの研究

呂　紹高 H26.4.14 ～
H26.4.19

福水　健次 教授

独立行政法人国立精神・神
経医療研究センター 精神保
健研究所 自殺予防総合対策
センター・研究員

既存統計を用いた自殺および
自殺未遂の実態把握と危険因
子の検討

山内　貴史 H26.4.1～
H27.3.31

椿　広計 教授

国立大学法人島根大学医学
部医学科医療情報学講座・
助教

ナショナルレセプトデータベース
を用いた併用禁止医薬品、重
複投与等の処方実態研究

關　真美 H26.4.1～
H27.3.31

椿　広計 教授

はこだて未来大学　複雑系知
能学科・准教授

機械学習によるパターン認識の
方法

竹之内　高志 H26.5.1～
H27.3.31

江口　真透 教授

東京工業大学大学院　生命
理工学研究科・助教

大規模ゲノムデータの統計的
解析

西原　秀典 H26.4.1～
H27.3.31

足立　淳 准教授

（企画グループ・研究支援担当）

寄附金の受入れ

（企画グループ・財務担当）

（企画グループ・人事担当）

受入決定年月日 寄附者 寄附金額（円）
H26.3.5 一般社団法人CRD協会

寄附目的
山下　智志

担当教員
3,600,000 金融の信用リスクに関するデータ科

学の研究助成

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
辞　職

辞　職

小川　光明

阿相　和良

東京大学地震研究所副事務長

東京学芸大学財務施設部財務課決算係長

極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）総括チームリーダー

極地研・統数研統合事務部共通事務センター
チームリーダー（用度担当）

平成26年3月31日転出者(事務職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
採　用
採　用

採　用

船渡川伊久子
小野　　豊

山口　　享

データ科学研究系計量科学グループ准教授
極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
総括チームリーダー

極地研・統数研統合事務部共通事務センター
チームリーダー（用度担当）

帝京大学医学部衛生学公衆衛生学教室非常勤講師
東京大学地震研究所財務チーム係長

東京学芸大学総務部附属学校課大泉地区事務係主任

平成26年4月1日転入者（研究教育職員、事務職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
配置換
昇　任

渋澤　知祥
河治　一郎

極地研・統数研統合事務部長
極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
チームリーダー（研究支援担当）

極地研・統数研統合事務部共通事務センター長
極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
財務担当チーム主任

平成26年4月1日所内異動（事務職員）

異動内容 氏　　名 兼務先 本　　務
兼　務
兼　務
兼　務

船渡川伊久子
夛田　健一
小野　　豊

リスク解析戦略研究センター
運営企画本部企画室
運営企画本部評価室
運営企画本部広報室

データ科学研究系計量科学グループ准教授
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）
極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
総括チームリーダー

平成26年4月1日所内異動兼務（研究教育職員、事務職員）

異動内容 氏　　名 兼務先
兼務免
兼務免
兼務免
兼務免

藤澤　洋徳
足立　　淳
間野　修平
夛田　健一

リスク解析戦略研究センター 
リスク解析戦略研究センター 
リスク解析戦略研究センター
運営企画本部広報室

平成26年4月1日所内異動兼務免（研究教育職員）

外国人客員紹介

Visiting the Institute of Statistical Mathematics is a marvellous opportunity to work and interact 
in a top research environment. I am grateful to Professor Shuhei Mano for the invitation to visit 
for three months and for the hospitality of the Institute. In the United Kingdom my home 
institution is Oxford University. My research area is stochastic processes in mathematical 
population genetics, particularly looking at stochastic processes describing how gene 
frequencies change over time, evolutionary trees and graphs within populations. There is a 
strong Japanese history of research in diffusion processes describing  gene frequency changes 
over time. I also have a general interest in distribution theory in mathematical statistics.

●Robert Griffiths 　客員教授

人　事
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客員研究員

客員研究員

氏　名 職　名 研究題目 研究期間 受入担当研究教育職員 特命教授又は客員研究員の称号付与
中国　復旦大学生命科学学
院・副教授

哺乳類の分子進化の統計的
解析

米澤　隆弘 H26.4.1～
H27.3.31

足立　淳 准教授

株式会社　地球快適化インス
ティテュート・チーフアナリスト

バイオマーカー探索のためのイ
ンフォマティクス技術の開発

磯村　哲 H26.5.1～
H27.3.31

江口　真透 教授

東京農業大学　農学部　バ
イオセラピー学科・准教授

ゲノム統計解析による生物多
様性の機構の解明

佐々木　剛 H26.4.1～
H27.3.31

足立　淳 准教授

水産総合研究センター　中央
水産研究所（独）

海洋生態学と機械学習法の融
合によるデータ不足下の生態
系評価手法

岡村　寛 H26.5.1～
H27.3.31

江口　真透 教授

信州大学 経済学部 ・ 講師 公的統計の精度検証と利用の
促進

元山　斉 H26.4.1～
H27.3.31

椿　広計 教授

毎日新聞社・終身名誉職員 統計数理研究所の広報活動
の活性化

板垣　雅夫 H26.4.1～
H27.3.31

丸山　宏 教授

パナソニック株式会社　R&D
本部　クラウドソリューションセ
ンター・社員

音識別要素技術に関する研究
開発

辻川　美沙貴 H26.4.14 ～
H27.3.31

松井　知子 教授

九州工業大学・准教授 パーティクルフィルタの理論的
基礎と工学的応用

生駒　哲一 H26.4.1～
H27.3.31

田村　義保 教授

なし 地震活動の変調再帰過程モデ
ル

Hai-Yen
Siew

H26.5.1～
H27.3.31

庄　建倉 准教授

なし ランダムネスの検定高橋　勇人 H26.4.1～
H27.3.31

椿　広計 教授

静岡がんセンター・生物統計
家

遺伝子発現と疾病の相関研究盛 　啓太 H26.5.1～
H27.3.31

江口　真透 教授

大阪府立大学 学術研究院第
2学群 数学系・助教

群集の多様性に関する個体ベ
ース空間明示モデリング

田中　潮 H26.4.1～
H27.3.31

島谷　健一郎
准教授

日本学術振興会・特別研究
員（PD）

カーネル法による新しい時系列
分析

植松　良公 H26.4.1～
H27.3.31

福水　健次 教授

一般社団法人国際環境研究
協会・特別研究員

化学物質の環境影響評価に関
する統計的側面の検討

松本　幸雄 H26.5.1～
H27.3.31

椿　広計 教授

大分県立看護科学大学・助
教

生物統計のためのクラスター
解析

野津　昭文 H26.4.1～
H27.3.31

江口　真透 教授

成蹊大学　理工学部情報科
学科・教授

統 計 的 因 果 推 論および
ecological inferenceの理論
の深化と実際問題への応用

岩崎　学 H26.4.1～
H26.9.30

椿　広計 教授

名古屋大学　工学部　電気
電子情報工学科　電気電子
工学コース　大学院生

マルチチャネル収録信号の統
計的モデリングによる空間音響
推定

足立　悠輔 H26.5.1～
H27.3.31

松井　知子 教授

常磐大学　コミュニティ振興
学部・准教授

ベイズモデルに基づく地震活動
解析

岩田　貴樹 H26.4.1～
H26.5.31

庄　建倉 准教授

早稲田大学　理工学術院・
助教

マウス超音波発声データの関
数クラスタ分析

Dou
Xiaoling

H26.4.1～
H27.3.31

栗木　哲 教授

首都大学東京　システムデザ
イン学部情報通信システム
コース・助教

統計的機械学習手法を用いた
話者照合に関する研究

塩田　さやか H26.5.1～
H27.3.31

松井　知子 教授

西南財経大学 カーネル法によるスパースモデリ
ングの研究

呂　紹高 H26.4.14 ～
H26.4.19

福水　健次 教授

独立行政法人国立精神・神
経医療研究センター 精神保
健研究所 自殺予防総合対策
センター・研究員

既存統計を用いた自殺および
自殺未遂の実態把握と危険因
子の検討

山内　貴史 H26.4.1～
H27.3.31

椿　広計 教授

国立大学法人島根大学医学
部医学科医療情報学講座・
助教

ナショナルレセプトデータベース
を用いた併用禁止医薬品、重
複投与等の処方実態研究

關　真美 H26.4.1～
H27.3.31

椿　広計 教授

はこだて未来大学　複雑系知
能学科・准教授

機械学習によるパターン認識の
方法

竹之内　高志 H26.5.1～
H27.3.31

江口　真透 教授

東京工業大学大学院　生命
理工学研究科・助教

大規模ゲノムデータの統計的
解析

西原　秀典 H26.4.1～
H27.3.31

足立　淳 准教授

（企画グループ・研究支援担当）

寄附金の受入れ

（企画グループ・財務担当）

（企画グループ・人事担当）

受入決定年月日 寄附者 寄附金額（円）
H26.3.5 一般社団法人CRD協会

寄附目的
山下　智志

担当教員
3,600,000 金融の信用リスクに関するデータ科

学の研究助成

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
辞　職

辞　職

小川　光明

阿相　和良

東京大学地震研究所副事務長

東京学芸大学財務施設部財務課決算係長

極地研・統数研統合事務部企画グループ
（統数研担当）総括チームリーダー

極地研・統数研統合事務部共通事務センター
チームリーダー（用度担当）

平成26年3月31日転出者(事務職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
採　用
採　用

採　用

船渡川伊久子
小野　　豊

山口　　享

データ科学研究系計量科学グループ准教授
極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
総括チームリーダー

極地研・統数研統合事務部共通事務センター
チームリーダー（用度担当）

帝京大学医学部衛生学公衆衛生学教室非常勤講師
東京大学地震研究所財務チーム係長

東京学芸大学総務部附属学校課大泉地区事務係主任

平成26年4月1日転入者（研究教育職員、事務職員）

異動内容 氏　　名 新職名等 旧職名等
配置換
昇　任

渋澤　知祥
河治　一郎

極地研・統数研統合事務部長
極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
チームリーダー（研究支援担当）

極地研・統数研統合事務部共通事務センター長
極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
財務担当チーム主任

平成26年4月1日所内異動（事務職員）

異動内容 氏　　名 兼務先 本　　務
兼　務
兼　務
兼　務

船渡川伊久子
夛田　健一
小野　　豊

リスク解析戦略研究センター
運営企画本部企画室
運営企画本部評価室
運営企画本部広報室

データ科学研究系計量科学グループ准教授
極地研・統数研統合事務部企画グループ長（統数研担当）
極地研・統数研統合事務部企画グループ（統数研担当）
総括チームリーダー

平成26年4月1日所内異動兼務（研究教育職員、事務職員）

異動内容 氏　　名 兼務先
兼務免
兼務免
兼務免
兼務免

藤澤　洋徳
足立　　淳
間野　修平
夛田　健一

リスク解析戦略研究センター 
リスク解析戦略研究センター 
リスク解析戦略研究センター
運営企画本部広報室

平成26年4月1日所内異動兼務免（研究教育職員）

外国人客員紹介

Visiting the Institute of Statistical Mathematics is a marvellous opportunity to work and interact 
in a top research environment. I am grateful to Professor Shuhei Mano for the invitation to visit 
for three months and for the hospitality of the Institute. In the United Kingdom my home 
institution is Oxford University. My research area is stochastic processes in mathematical 
population genetics, particularly looking at stochastic processes describing how gene 
frequencies change over time, evolutionary trees and graphs within populations. There is a 
strong Japanese history of research in diffusion processes describing  gene frequency changes 
over time. I also have a general interest in distribution theory in mathematical statistics.

●Robert Griffiths 　客員教授

人　事

R
eport

R
eport

16 �e Institute of Statistical Mathematics 17�e Institute of Statistical Mathematics



I have been to the ISM several times, and I am delighted to be back for my longest visit so far. 
Both the weather and Mount Fuji are beautiful. The ISM is a world-class research centre to work 
in and to visit. 
Professor Koji Kanefuji, Professor Kunio Shimizu and a number of other academic and 
administrative colleagues are indeed very collaborative, supportive and helpful. I take this 
advantage to work on issues in Environmental Statistics and attend two international workshops 
here, both organised by the ISM colleagues. 
I have enjoyed my stay and collaboration with the colleagues and I would like to thank them all 
very much indeed.

●Liu Shuangzhe 　客員准教授

平成25年度第3回統計数理研究所運営会議の開催
平成26年3月18日（火）に、平成25年度第3回統計数
理研究所運営会議が開催されました。報告事項として、情
報・システム研究機構関連報告事項と本研究所関連報告
事項があり、機構関係では、本部組織の改組（URAステー
ションの設置等）、ＵＲＡ事業、新領域融合研究プロジェクト
冬合宿2014などについての報告がありました。また、当研究
所関係では、平成26年度客員教授等の任用、特任助教の
任用、平成26年度予算の概要、研究交流協定、平成26
年度公開講座（前期分）、スーパーコンピュータの導入、統
計数理研究所の外部評価、文科省委託事業数学協働プロ
グラム、文科省委託事業データサイエンティスト育成ネットワー

クの形成、情報・システム研究機構シンポジウム2013、 情
報セキュリティ研修、次世代リーディングシンポジウム、ＩＳＭシ
ンポジウム、ISM/ISI/ISSAS Joint Conference、統計教
育に関する報告について、それぞれ報告がありました。
引き続き、研究教育職員の選考（公募人事および推薦人
事）、助教の再任、平成26年度統計数理研究所公募型共
同利用の課題採択、平成26年度年度計画の策定、平成
27年度概算要求、規則の改正について、それぞれ審議が
行われ、審議の結果、いずれも承認されました。

（企画グループ・総務担当）

本研究所の教員、研究員、総研大（統計科学専攻）大学院生によって発表された論文等を前号に引き続き紹介します。
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I have been to the ISM several times, and I am delighted to be back for my longest visit so far. 
Both the weather and Mount Fuji are beautiful. The ISM is a world-class research centre to work 
in and to visit. 
Professor Koji Kanefuji, Professor Kunio Shimizu and a number of other academic and 
administrative colleagues are indeed very collaborative, supportive and helpful. I take this 
advantage to work on issues in Environmental Statistics and attend two international workshops 
here, both organised by the ISM colleagues. 
I have enjoyed my stay and collaboration with the colleagues and I would like to thank them all 
very much indeed.

●Liu Shuangzhe 　客員准教授

平成25年度第3回統計数理研究所運営会議の開催
平成26年3月18日（火）に、平成25年度第3回統計数
理研究所運営会議が開催されました。報告事項として、情
報・システム研究機構関連報告事項と本研究所関連報告
事項があり、機構関係では、本部組織の改組（URAステー
ションの設置等）、ＵＲＡ事業、新領域融合研究プロジェクト
冬合宿2014などについての報告がありました。また、当研究
所関係では、平成26年度客員教授等の任用、特任助教の
任用、平成26年度予算の概要、研究交流協定、平成26
年度公開講座（前期分）、スーパーコンピュータの導入、統
計数理研究所の外部評価、文科省委託事業数学協働プロ
グラム、文科省委託事業データサイエンティスト育成ネットワー

クの形成、情報・システム研究機構シンポジウム2013、 情
報セキュリティ研修、次世代リーディングシンポジウム、ＩＳＭシ
ンポジウム、ISM/ISI/ISSAS Joint Conference、統計教
育に関する報告について、それぞれ報告がありました。
引き続き、研究教育職員の選考（公募人事および推薦人
事）、助教の再任、平成26年度統計数理研究所公募型共
同利用の課題採択、平成26年度年度計画の策定、平成
27年度概算要求、規則の改正について、それぞれ審議が
行われ、審議の結果、いずれも承認されました。

（企画グループ・総務担当）
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皆様のご来場をお待ちしています。
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http://www.ism.ac.jp/openhouse/
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このたび“ISI-ISM-ISSAS Joint Conference 2014”に
参加してきました。会議の趣旨は、ISI（インド）、ISM（日本）、
ISSAS（台湾）の3つの研究所の研究交流を深めることに
あり、毎年各研究所の持ち回りで開催されています。東京、
台湾と続き、今年は2月21-22日にインド・デリーで行われ
ました。われらISMからは8人の有志が参加しました。
これまでの会議に参加したことはなかったのですが、今
年の開催国であるインドに興味があって参加することにしま
した。自分は旅が好きな方でこれまでにいろいろな国を訪
れましたが、なぜかバックパッカーの聖地ともいえるインドに
は行ったことがありませんでした。そういうわけで（旅が目的
ではありまぜんが）すごく楽しみにしていました、というのは
自分くらいで他の人たちは食べ物や水でお腹を壊すので
はないかと行く前からかなり心配していたようでした。
会議はインドの首都デリーにあるISIのキャンパスで行わ

れました。建物の入口を入って正面には偉大な統計学者
でISIの設立者でもあるMahalanobis教授とRao教授（だ
と思う）の写真が飾られていて、コンクリート作りの無機質な
建物のなかにも威厳さを感じさせる雰囲気でした。会議は
非常によく組織されていて、講演の内容も基礎理論から応

用まで幅広くあり、自分にとって面白かったものもいくつかあ
りました。概してISMとISSASは理論と応用、ISIは数学
寄りな印象を受けました。主催側であるISIの方々の手厚
いもてなしもあり毎日つづくカレーもあり、頭もお腹も満足いっ
ぱいになりました。
最後にインドについてですが、まず車の運転の荒さに驚

きました。歩行者のために車を止めるようなことはしてくれ
ず、クラクションを鳴らして「お前がどけ！」くらいの勢いで
突進してくるようでした。デリー空港に着いて早々参加者の
Sくんが車にひかれそうになり、いきなりインドの洗礼を受け
ました。かすんだ空、溢れるばかりの車とバイク、でこぼこ
な道、両脇に所狭しと並んだ商店街、むき出しの電線、た
くさんの人でごった返した路地…空港からホテルまでの道
のりをタクシーから眺めた光景にはシュールな感じさえ覚え
ました。このカオスがインドの魅力なんですね。一方でエク
スカーションで訪れたタージマハールの完ぺきな対称性と高
さが70メートルにもおよぶクトゥブ・ミナールからは古来イン
ドの精神性と技術の高さを垣間見ることができました。イン
ドは実に奥が深いと思いました。今度はもっとじっくりと旅し
てまわりたいところです。

コラム


